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●自然探して歩きましょう

●サマースクール

●市長への手紙・市職員募集
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市立大部小学校（石井喜晴校長）の６年生４３人が６月１１日、学校近くにある田を借り受け、

古代のもち米といわれる珍しい黒米の苗を植えました。

－主な内容－

ハートフルシティおのハートフルシティおの



　
夏
本
番
、
真
っ
盛
り
。
い
よ
い
よ
一
年
中
で
一
番
、
躍
動

感
溢
れ
る
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
、
家
族
・
仲
間
と
「
憩
い
の
場
」
を
探
訪
さ
れ
る

皆
さ
ん
に
、
新
し
い
小
野
市
の
避
暑
地
・
涼
し
さ
を
感
じ
る

水
辺
の
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
く
思
い
ま
す
。
き
っ
と
、
こ

ん
な
近
隣
に
自
然
の
や
さ
し
さ
・
癒
さ
れ
る
環
境
の
宝
庫
が

あ
る
こ
と
を
発
見
さ
れ
、
感
動
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
あ
、
グ
ル
リ
と
涼
し
さ
を
求
め
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。

～自然　探して歩きましょう～～自然　探して歩きましょう～

　
先
日
、
ふ
と
立
ち
寄
っ
た
山
田

町
の
「
山
田
の
里
公
園
」、
自
然

と
融
合
し
た
や
さ
し
さ
が
感
じ
ら

れ
た
。
公
園
内
に
は
、
す
ぐ
目
に

止
ま
っ
た
の
が
自
然
に
生
息
し
て

い
た
大
き
な
木
で
あ
る
。
こ
の
木

が
や
さ
し
く
公
園
を
、
そ
し
て
あ

た
り
を
見
て
い
る
感
じ
さ
え
す
る
。

子
ど
も
と
出
か
け
て
も
芝
生
広
場

や
木
製
ア
ー
チ
が
整
備
さ
れ
て
い

る
の
で
遊
ぶ
気
分
十
分
で
す
。

　
聞
け
ば
、
こ
の
公
園
の
管
理
は

地
元
山
田
町
老
人
会
の
方
で
手
入

れ
を
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

使
用
す
る
方
も
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

使
用
し
た
い
も
の
で
す
。

　
ほ
ん
の
少
し
散
策
す
る
と
、
川

の
流
れ
が
続
き
ま
す
。
川
底
が
整

備
さ
れ
、
水
面
に
は
、
小
魚
が
泳

い
で
い
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
川
遊

び
も
満
喫
で
き
る
で
し
ょ
う
。
浅

瀬
の
と
こ
ろ
で
、
小
さ
い
お
子
さ

ん
も
足
を
つ
け
た
り
し
て
自
然
と

い
っ
ぱ
い
遊
べ
る
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
足
を
の
ば
し
た
の
が

黍
田
町
の
「
や
な
せ
苑
」。「
ト
ン

ボ
池
」
と
名
付
け
ら
れ
た
池
、
ま

た
、
中
央
に
は
噴
水
が
あ
り
、
小

川
に
は
澄
ん
だ
水
が
流
れ
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
で
出
か
け
ら
れ
て
も
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。「
ト

ン
ボ
池
」
の
周
辺
に
は
、
水
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
か
の
よ
う
に
水
色
の

ト
ン
ボ
が
涼
し
げ
に
飛
ん
で
い
ま

し
た
。
暑
い
日
中
、
こ
ち
ら
で
も

お
子
さ
ん
の
手
を
つ
な
ぎ
、
小
川

で
水
遊
び
さ
せ
て
あ
げ
て
も
少
し

楽
し
め
ま
す
。

　
本
当
に
子
ど
も
っ
て
水
を
遊
び

道
具
に
し
て
無
邪
気
に
は
し
ゃ
ぎ

ま
す
。
こ
ん
な
近
く
で
不
思
議
な

魔
力
を
も
つ
水
辺
で
、
一
日
を
堪

能
さ
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
き

っ
と
自
分
探
し
で
、
こ
の
夏
、
と

て
も
い
い
成
長
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

自然と草木の息吹を感じる「山田の里公園」（山田町）

２平成１３年　広報「おの」７月号
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市
の
シ
ン
ボ
ル
「
ひ
ま
わ
り
の

塔
」
を
中
心
と
し
て
整
備
を
進
め

て
い
る
「
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
」

（
平
成
　
年
春
完
成
予
定
）
南
側

の
農
地
、
四
季
を
通
じ
て
植
え
ら

れ
て
い
る
花
。
夏
本
番
の
こ
の
時

期
は
、
ひ
ま
わ
り
の
花
が
、
太
陽

の
光
り
を
あ
び
て
大
き
く
大
輪
の

花
を
咲
か
せ
ま
す
。
８
月
上
旬
に

は
、
あ
た
り
一
面
黄
色
い
じ
ゅ
う

た
ん
の
光
景
が
み
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
現
在
、
緑
色
の
苗
が
成
長
し

て
い
る
段
階
で
す
。
一
列
一
列
、

整
列
す
る
か
の
よ
う
に
広
い
規
模

と
そ
の
本
数
に
は
、
驚
き
も
し
、

空
高
く
成
長
し
た
「
ひ
ま
わ
り
」

の
群
生
の
光
景
を
想
像
す
る
と
、

わ
く
わ
く
待
ち
ど
お
し
い
気
持
ち

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　
東
に
位
置
す
る
「
浄
谷
新
池
公

園
」
に
は
、
池
が
あ
り
、
水
面
に

は
、
あ
め
ん
ぼ
が
ス
ー
イ
ス
ー
イ

と
泳
い
で
い
ま
す
。
こ
ん
な
光
景

を
、
た
だ
た
だ
見
て
い
る
だ
け
で
、

時
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
て
、
日
常

の
忙
し
さ
の
中
で
意
識
さ
え
薄
ら

い
で
い
た
思
い
や
、
や
さ
し
さ
を

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
す
ぐ

近
く
に
は
共
進
牧
場
が
あ
り
、
こ

の
日
の
牛
も
自
然
と
共
存
し
て
た

く
ま
し
く
雄
々
た
る
姿
を
み
せ
て

く
れ
て
い
ま
し
た
。
小
さ
い
お
子

さ
ん
を
連
れ
て
自
然
を
満
喫
し
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、
あ
な
た
ら

し
さ
、
自
分
ら
し
さ
を
再
発
見
す

る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

「トンボ池」には涼しげなトンボの姿が見られます。

牛君ものんびり自然にご満足です。（共進牧場）

「やなせ苑」の小川の水は冷たいぞ～。

水辺と「八ツ橋」自然を生かした公園とちょっと休憩の
「あずまや」が整備されています。（浄谷新池公園）

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
作
成
に
あ
た
り
、

文
中
に
掲
載
し
て
い
る
地
図
は
、

６
月
に
市
内
全
戸
に
配
布
し
た
地

域
振
興
部
作
成
に
よ
る
「
Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
ぐ
る
っ
と
探
歩
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
か
ら
引
用
し
た
も
の
で

す
。

　
市
内
の
お
す
す
め
す
る
探
歩
コ

ー
ス
が
、
明
確
に
表
示
さ
れ
て
ま

す
。
グ
ル
ッ
と
探
歩
さ
れ
る
時
に

は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
活
用
く
だ
さ
い
。

お
お
い
に

　
　
活
用
く
だ
さ
い

お
お
い
に

　
　
活
用
く
だ
さ
い
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＊
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　小中学生の皆さん、もうすぐ夏休みですね。

今年の計画は立てていますか。中央公民館・

隣保館では、市内在住の小中学生を対象に

サマースクールを開きます。

　さまざまな体験を通して、多くの友達を

作ってみませんか。

▼
申
し
込
み
　
７
月
１
日
　
か
ら

同
月
　
日
　
ま
で
に
、
中
央
公
民

館
・
河
合
会
館
・
来
住
会
館
・
市

場
会
館
・
広
渡
会
館
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
（
葉
書
の
申
し
込
み

も
可
。
　
日
必
着
）。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
。

▼
葉
書
の
記
入
例
　
表
　
〒
６
７

５
―
１
３
８
０
　
小
野
市
王
子
町

８
０
６
―
１
　
小
野
市
中
央
公
民

館
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
係

裏
　
希
望
コ
ー
ス
名
・
住
所
・
郵

便
番
号
・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・

男
女
の
別
・
保
護
者
名
・
電
話
番

号▼
Ｅ
メ
ー
ル

　
む
か
し
の
人
々
が
ど
う
や
っ
て

生
活
し
て
い
た
か
、
そ
の
一
端
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
土
器
を

形
づ
く
り
、
焼
き
、
完
成
す
る
ま

で
、
時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
行

い
ま
す
。

▼
日
時

　
　
土
器
の
形
作
り

　
　
・
８
月
１
日
　
　
　
時
か
ら

　
　
　
　
時
　

　
　
土
器
の
焼
き

　
　
・
８
月
　
日

　
　
　
希
望
者
の
み
９
時
か
ら

▼
対
象
者
　
小
学
３
年
生
以
上

▼
定
員
　
　
名

▼
場
所
　
好
古
館
研
修
室

▼
費
用
　
４
０
０
円
（
材
料
費
）

　
お
も
ち
ゃ
が
な
く
て
も
、
つ
く

り
・
遊
ぶ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

か
な
？
　
自
然
の
山
川
に
あ
る
草

木
や
、
せ
せ
ら
ぎ
の
水
か
ら
で
も

十
分
遊
び
は
見
つ
か
る
こ
と
を
、

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
体
験
し
ま
す
！

▼
日
時
　
８
月
　
日
　
　
　
時
か

ら
　
時

▼
集
合
場
所
　
好
古
館
前

▼
対
象
者
　
小
学
生

▼
定
員
　
　
名
（
親
子
参
加
可
）

小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
を
条
件
と
し
ま
す
。

▼
場
所
　
加
古
川
の
河
原
と
、
小

野
市
萬
勝
寺
周
辺
（
場
所
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

▼
費
用
　
３
０
０
円
（
傷
害
保
険

代
な
ど
）

　
郷
土
の
古
代
の
人
々
の
生
活
を

よ
り
詳
し
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

北
播
磨
に
残
る
遺
跡
を
見
学
し
た

り
、
古
代
か
ら
の
伝
統
技
術
を
体

験
し
ま
す
！

▼
日
時
　
８
月
　
日
　
　
９
時
　

分
か
ら
　
時

▼
集
合
場
所
　
好
古
館
前

▼
対
象
者
　
小
学
生

▼
定
員
　
　
名
（
親
子
参
加
可
）

小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

を
条
件
と
し
ま
す
。

▼
コ
ー
ス
　
金
鑵
城
遺
跡（
小
野
市
）

　
　
　
　
　
玉
丘
古
墳
群（
加
西
市
）

　
　
　
　
杉
原
紙
研
究
所（
加
美
町
）

▼
費
用
　
７
０
０
円
（
傷
害
保
険

代
、
紙
漉
き
、
資
料
代
な
ど
）

　
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
と
も
、
直
接

好
古
館
へ
か
、
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
を
受
付

し
ま
す
。
締
め
切
り
は
７
月
　
日

　
必
着
。
住
所
・
氏
名
・
学
校
名

と
学
年
・
電
話
番
号
・
希
望
コ
ー

ス
を
ご
記
入
の
う
え
、
好
古
館
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
同
一
家
族

は
ハ
ガ
キ
１
枚
に
申
し
込
み
を
し
、

参
加
者
全
員
の
名
前
と
学
年
を
明

記
願
い
ま
す
。
応
募
が
多
い
場
合
、

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
〒
６
７
５
―
１

３
７
５
　
小
野
市
西
本
町
４
７
７

番
地
　
　
　
３
３
９
０
　
　
　
３

４
６
２

市
立
好
古
館
で
も

　
　
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

弥
生
土
器
を
つ
く
ろ
う
！

北
播
磨
の
古
代
を

　
　
体
験
し
よ
う
！

３

自
然
に
触
れ
よ
う
！

　
　
　
　
　
原
体
験

２ １

○６３

○６３
ＦＡＸ

１６

３０

３０３０

３０

２１

２２

１５

１６

１６

１０
１０

１１

（月）

（火）

（水）（水）
（土）

（日）

（金）

１３
１３

ｋｏｍｉｎｋａｎ
＠
ｃｉｔｙ．ｏｎｏ．

ｈｙｏｇｏ．ｊｐ

か
な
つ
る
べ
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　ベスセウス座流星群等のたくさん
の星を観察しよう。
　対象　小・中学生
　定員　１００名
　日時　８月２６日（日）１９時から２１時
　場所　市民会館小ホール
　講師　「加古川宇宙科学同好会」の
　　　　皆さん
　受講料　無料

▼
▼
▼
▼
▼

▼

　楽しく読み聞かせ。
　対象　４歳以上小学６年生まで
　　　　（小学生未満は、親子同伴）
　定員　２０名
　日時　７月３１日（火）１０時から１２時
　場所　市場会館会議室
　講師　おはなしサークル「ピッピ」
　　　　の皆さん
　受講料　無料

▼

▼
▼
▼
▼

▼

　手話の基本を学びボランティア活動
への理解を深めよう。
　対象　小・中学生
　定員　２０名
　日時　７月２８日（土）１３時３０分から１６時
　場所　中央公民館３０２号室
　講師　手話サークル「ひまわり」の
　　　　皆さん
　受講料　無料

▼
▼
▼
▼
▼

▼

　インターネットの操作を覚えて、た
くさんの友達を作ろう。
　対象　小学生（４～６年生）
　定員　２０名
　日時　７月２５日（水）
　　　　９時３０分から１１時３０分
　場所　中央公民館３０６号室
　講師　サークル「パソコンおの２１」
　　　　の皆さん
　受講料　無料

絵本の読み聞かせとお話会天 体 観 測

手　　　話 インターネット体験

▼
▼
▼

▼
▼

▼

おいしい手作りパンやおやつを作ろう。
　対象　小・中学生
　定員　２０名
　日時　８月２日（木）９時から１１時３０分
　場所　来住会館調理室
　　　　講師　サークル
　　　　「手づくりパン」の
　　　　皆さん
　　　　材料費　７００円

手作りパン　
　自然に親しみ、野外料理と竹
トンボ作りに挑戦しよう。
　対象　小・中学生
　定員　２０名
　日時　８月１日（水）９時から１５時
　場所　下東条コミセン
　講師　サークル「小野
　　　　自然写真の会」
　　　　の皆さん
　材料費・保険料　１，５００円

バンブークッキング

▼
▼
▼
▼
▼

▼

▼
▼

▼
▼

▼

▼

２「
天
体
観
測
」
コ
ー
ス
か
ら

「
手
作
り
パ
ン
」
コ
ー
ス
か
ら
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　簡単な動くおもちゃを作る。
　対象　小学生（１～３年生）
　定員　３０名
　日時　７月２０日（金）１３時３０分から１６時
　場所　中央公民館２０１号室
　講師　サークル「シルバーハーモニ
　　　　ー」の皆さん
　受講料　無料

▼
▼
▼
▼
▼

▼

　食品のトレイのリサイクルと廃油利
用の固形石鹸を作ろう。
　対象　小学生（４～６年生）
　定員　２０名
　日時　７月２６日（木）１３時から１５時
　場所　中央公民館２０１号室
　講師　「小野市くらしの会」の
　　　　皆さん
　受講料　無料

▼
▼
▼
▼
▼

▼

　粘土で花ビンやカップなど自由に作
ろう。
　対象　小学生（３年生以上）・中学生
　定員　３０名
　日時　７月２７日（金）１３時３０分から１６時
　場所　中央公民館１０４号室
　講師　サークル「陶」の皆さん
　材料費　５００円

　木のぬくもりを感じて、木工作品を
作ってみよう。
　対象　小・中学生
　定員　２０名
　日時　７月２９日（日）１３時から１７時
　場所　中央公民館１０４号室
　講師　サークル「小野自然写真の会」
　　　　の皆さん
　材料費　１，５００円

▼
▼
▼
▼
▼

▼

　プラスチック板で世界で一つのキー
ホルダーを作ろう。
　対象　小学生
　定員　１５名
　日時　７月３１日（火）１３時３０分から１５時
　場所　広渡会館生活技術室
　講師　中学生の皆さん
　受講料　無料

　竹細工に挑戦。
　対象　小学生
　定員　２０名
　日時　７月２６日（木）９時から１１時３０分
　場所　河合会館大会議室
　講師　岩崎一郎先生
　受講料　無料
▼

▼

▼

▼

▼

▼

リサイクル体験 陶　　　芸動くおもちゃ

木工クラフト キーホルダー作り 竹　細　工

　　色とりどりの和紙で色紙上に
　風景や花を創作する。
　対象　小・中学生
　定員　２５名
　日時　７月２６日（木）１３時から１５時３０分
　場所　中央公民館３０６号室
　講師　サークル「ちぎり絵」の
　　　　皆さん
　材料費　１，０００円

和紙ちぎり絵

▼
▼
▼
▼
▼
▼

▼
▼
▼
▼
▼
▼

　対象　小学生（４年生以上）・中学生・
　　　　高校生
　定員　２０名
　日時　８月１日（水）・８日（水）・２２日（水）
　　　　全３回　各１０時から１２時
　場所　市場会館会議室
　講師　デザイン・エミ（株）
　　　　　住本吉隆先生
　材料費　実費

子どもデザイン・イラスト

▼
▼
▼
▼
▼

▼

　おいしい手作りパンやおやつを作ろ
う。
　対象　小・中学生
　定員　２５名
　日時　７月２６日（木）９時から１１時３０分
　場所　広渡会館調理室
　講師　サークル「手づくりパン」の
　　　　皆さん
　材料費　７００円

手作りパン　

▼
▼
▼
▼
▼

▼

　おいしいケーキを作ろう。

　対象　小学生とその親

　定員　１０組

　日時　７月２５日（水）１３時から１５時

　　　場所　市場会館調理室

　　　　　講師　「アベニュード・ラペ」

　　　　　　　　　　河島正吾先生

　　　　　　　　　材料費　５００円

親子でお菓子づくり

▼

▼

▼

▼

▼

▼

　手づくりのお知らせボードを創って
みよう。
　対象　小学生（３年生以上）・中学生
　定員　１５名
　日時　７月２４日（火）９時から１１時３０分
　場所　中央公民館１０４号室
　講師　サークル「トールペインティ
　　　　ング」の皆さん
　　　　　　材料費　１，５００円

トールペインティングトールペインティング

▼
▼
▼
▼
▼

▼

　新しくなった市役所を描こう。
　対象　小学生（１～３年生は保護者同伴）
　定員　２０名
　日時　７月２１日（土）９時から１１時３０分
　　場所　中央公民館２０６号室
　　　　　講師　美術協会絵画部
　　　　　　　　玉田幸雄先生
　　　　　　　　田中志昂先生
　　　　　　　受講料　無料

写　　生

▼
▼

▼
▼

▼

▼

▼

▼

▼
▼

▼
▼

１



　
こ
の
た
び
、
７
月
と
８
月
の
２

カ
月
間
、「
市
長
へ
の
手
紙
」
を

設
置
し
ま
す
。

　
こ
の
「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
提
案
・
要
望
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
、
そ
れ
ら
を
で
き
る
か

ぎ
り
市
政
に
反
映
し
、
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
・
市
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
当
制
度
は
、
平
成
　
年
度
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
３
回
目

と
な
り
ま
す
が
、
簡
単
・
気
軽
に

提
案
で
き
る
の
で
、
小
学
生
か
ら

高
齢
者
の
方
ま
で
喜
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
匿
名
以
外

の
方
に
対
し
て
は
、
全
て
回
答
文

を
お
送
り
し
て
お
り
、
大
変
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
提
案
に
つ
い
て
は
、

施
策
へ
の
反
映
等
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

　「
市
長
へ
の
手
紙
」
を
次
の
場

所
に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
提

案
や
要
望
を
ご
記
入
の
う
え
、
郵

便
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

（
切
手
は
不
要
で
す
）
皆
さ
ん
の

提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間
　
７
月
１
日
　
か
ら
８
月

　
日
　
ま
で

▼
設
置
場
所

市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル
・
市
民
病
院
・

市
民
会
館
・
伝
統
産
業
会
館
・
図

書
館
・
河
合
会
館
・
来
住
会
館
・

市
場
会
館
・
広
渡
会
館
・
下
東
条

コ
ミ
セ
ン
・
ア
ル
ゴ
・
小
野
郵
便

局
・
神
戸
電
鉄
小
野
駅
・
Ｊ
Ｒ
粟

生
駅
・
小
野
サ
テ
ィ
・
市
内
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　
平
成
　
年
・
　
年
度
に
実
施
し

た
「
市
長
へ
の
手
紙
」
に
寄
せ
ら

れ
た
皆
さ
ん
の
声
が
、
次
の
よ
う

な
施
策
に
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

○
庁
舎
周
辺
整
備
事
業

○
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
ー
ト
購
入
助

　
成
制
度

○
通
学
費
助
成
制
度

○
下
東
条
地
区
学
童
保
育
開
設

○
公
園
遊
具
の
設
置

○
幼
稚
園
の
２
年
保
育

○
市
民
病
院
小
児
科
外
来
待
合
室

　
に
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
を
設
置

○
中
央
公
民
館
調
理
室
改
善

　
な
ど
が
一
例
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

ゴ
ミ
持
ち
帰
り
・
交
通
啓
発
用
看

板
の
設
置
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
な
ど
緊
急
に
対
応
し
た
も
の
や
、

小
学
生
か
ら
の
要
望
に
応
え
、
市

長
が
学
校
訪
問
を
す
る
な
ど
、
大

き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
、
ど
し
ど
し
提
案
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

３１

１１

（金）

（日）

「市長への手紙」見本

「
市
長
へ
の
手
紙
」
を
７
月
１
日
か
ら
設
置

年度 件　数

１１ １３９

１２ １８０

受付件数

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
は

　
　
　
市
の
様
々
な
施
策
に
反
映

１１

１２

　
ひ
ま
わ
り
の
塔
周
辺
の
「
ひ
ま

わ
り
の
丘
公
園
」（
整
備
中
）
南

側
の
３
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地

一
面
に
、
８
月
上
旬
か
ら
「
ひ
ま

わ
り
」
の
花
（
品
種
名
‥
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
）
が
咲
く

予
定
で
す
。

　
こ
の
栽
培
管
理
は
、
市
か
ら
の

委
託
を
受
け
て
、
浄
谷
町
景
観
作

物
栽
培
管
理
組
合
（
組
合
長
　
小

林
雅
明
さ
ん
）
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
一
度
お
越
し
の
う
え
、

荘
大
な
景
観
を
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
後
、　
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
は
、
同
じ
場
所
で
、
コ
ス

モ
ス
（
品
種
名
‥
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ン
）
が
咲
く
予
定
で
す
。

　
女
性
分
団
が
市
民
の
方
々
に
親

し
ま
れ
、
女
性
団
員
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
愛
称
を
募

集
し
ま
す
。

　
愛
称
の
イ
メ
ー
ジ
は
女
性
消
防

団
員
と
し
て
明
る
く
、
快
活
で
、

誰
に
で
も
親
し
ま
れ
、
小
野
ら
し

さ
を
表
現
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

　
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
作
品
は

女
性
消
防
団
員
　
名
の
投
票
に
よ

り
選
考
し
ま
す
。
採
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
愛
称
の
作
者
の
方
に
は

記
念
品
を
贈
ら
せ
て
頂
き
、
こ
れ

か
ら
の
女
性
分
団
活
動
に
こ
の
愛

称
を
使
用
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
次
の
事
項
を
記
載
の

う
え
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
記
載
事
項
　「
愛
称
名
」「
愛
称

の
意
味
」
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
、
ま
た
は
Ｅ
―

メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
宛
先
　
・
郵
送
　
〒
６
７
５
―

１
３
８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０

６
―
１
　
小
野
市
消
防
本
部
内
「
女

性
分
団
愛
称
募
集
」
行
・
Ｅ
メ
ー

ル▼
応
募
締
め
切
り
　
７
月
末
日

ｓｙｏｂｏ
＠
ｃｉｔｙ．ｏｎｏ．

ｈｙｏｇｏ．ｊｐ

１０

２４

６平成１３年　広報「おの」７月号



昭和５２年４月２日以降に出生し、学校教育法による４年制大学を
卒業、または平成１４年３月に卒業見込みの方
昭和５２年４月２日以降に出生し、学校教育法による４年制大学に
おいて保健体育関係の専門課程を専攻し、卒業または平成１４年
３月に卒業見込みの方
昭和５２年４月２日以降に出生し、学校教育法による４年制大学を
卒業、または平成１４年３月に卒業見込みの方で、次に掲げる要
件を満たす方
身体要件：聴力、言語および運動機能に支障がない方
視力要件：両眼視力１．０以上で弁色力の完全な方（ただし、矯正
視力１．０以上、裸眼視力０．３以上は可）
昭和５２年４月２日以降に出生し、幼稚園教諭１種または２種の免
許を有する方、または平成１４年３月３１日までに同免許を取得す
る見込みの方

事 務 職 員

事 務 職 員

消 防 職 員

幼稚園教諭

若干名

１名

２名

２名

（受付期間）

７月２日（月）
から
７月１２日（木）
まで
（ た だ し 、
土曜日、日
曜日は除き
ます）

※受付時間
は９時から
１７時まで

（第１次試験）

８月５日（日）
筆記試験

（第２次試験）

９月上旬予定
面接試験等

※第１次合格
者には通知し
ます。

職　　種 採用人数 受　　　験　　　資　　　格 受付期間等 試　験　日

スポーツ指導の
できる方（　　　　）

平成１４年度
やる気のある
　　若い力をまっています！

市職員募集

【申し込み・問い合わせ】総務課人事係
　◆職員募集については、小野市のホームページでご覧になれます。ホームページアドレス　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｏｎｏ．ｈｙｏｇｏ．ｊｐ／～ｓｏｍｕ

　
８
月
　
日
　
に
開
催
さ
れ
る
第

　
回
小
野
ま
つ
り
「
の
ど
自
慢
大

会
」
の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

　「
の
ど
自
慢
大
会
」
は
、
市
内

イ
ベ
ン
ト
の
中
で
「
ま
ち
の
ス
タ

ー
」
に
な
れ
る
数
少
な
い
チ
ャ
ン

ス
の
一
つ
で
す
。

　
　
世
紀
最
初
の
夏
の
思
い
出
に

出
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
出
場
資
格
　
特
に
な
し
（
グ
ル

ー
プ
で
の
出
場
も
で
き
ま
す
）
た

だ
し
、
大
会
当
日
必
ず
参
加
で
き

る
方

▼
応
募
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
（
連
絡
先
）

を
明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
応
募

者
は
、
送
信
後
、
事
務
局
に
確
認

の
電
話
を
必
ず
し
て
く
だ
さ
い
）

Ｅ
メ
ー
ル
、
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
、

小
野
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

宛
お
送
り
く
だ
さ
い
。（
電
話
で

の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
）

▼
応
募
期
間
　
７
月
１
日
　
か
ら

同
月
　
日

※
ハ
ガ
キ
は
締
切
当
日
消
印
有
効

▼
出
場
定
員

　
市
内
在
住
（
小
野
市
に
住
民
登

録
の
あ
る
方
）　
名
（
組
）

　
オ
ー
プ
ン
（
　
で
抽
選
に
漏
れ

た
方
お
よ
び
市
外
在
住
の
方
）　

名
（
組
）

　
特
別
枠
５
名
（
応
募
者
の
中
か

ら
最
年
長
・
最
年
少
の
方
な
ど
実

行
委
員
会
で
決
め
た
条
件
に
合
う

方
を
選
出
）

※
　
、　
そ
れ
ぞ
れ
、
応
募
者
が

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
の

う
え
、
出
場
者
を
決
定
し
ま
す
。

【
出
場
者
決
定
抽
選
会
・
打
ち
合
わ
せ
会
】

▼
日
時
　
７
月
　
日
　
　
　
時
か

ら▼
場
所
　
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▼
参
加
料
　
出
場
決
定
者
は
、
参

加
料
と
し
て
、
１
人
（
組
）
１，

０
０
０
円
を
い
た
だ
き
ま
す
（
中

学
生
以
下
は
無
料
）。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
小
野
市

王
子
町
８
０
６
―
１
　
小
野
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
地
域
振

興
部
商
工
観
光
課
内
）　
　
１
９

２
９
（
直
通
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
２
６

１
４
、
Ｅ
メ
ー
ル

▼
日
時
　
８
月
　
日
　
　
　
時
か

ら
　
時
　
分

▼
場
所
　
金
鑵
城
遺
跡
広
場
（
夢

の
森
公
園
内
）

▼
入
場
料
　
無
料

▼
駐
車
場
　
小
野
起
生
園
グ
ラ
ン
ド

◎
横
笛
演
奏
会
　
　
時
か
ら
　
　

　
　
奏
者
　
西
川
浩
平
氏

◎
野
外
映
画
会
（
な
つ
か
し
の
活

弁
）　
　
時
　
分
か
ら

映
画
名
　「
血
煙
り
高
田
馬
場
」

坂
東
妻
三
郎
主
演
　「
瞼
の
母
」

片
岡
千
恵
蔵
・
山
田
五
十
鈴
主
演

出
演
者
　
井
上
陽
一
氏
（
関
西
で

た
だ
１
人
の
活
弁
士
）
新
星
和
洋

合
奏
団
（
ピ
ア
ノ
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
・
サ
ッ
ク
ス
・
三
味
線
・
和
太

鼓
）

ｓｃｉｔｙ．ｏｎｏ．ｈｙｏｇｏ．ｊｐ
ｓｙｏｋｏ

＠

１

１

２

２

１

３

２４

２１

２５

２５

３０

２１

２０

１２

１４

１６

（木）

（木）

（日）

（土）

○６３ ○６３

　
市
で
は
、
夏
季
（
７
月
か
ら
８

月
）
の
臨
時
職
員
（
学
生
）
を
募

集
し
ま
す
。

▼
職
種
　
一
般
事
務
の
補
助

▼
対
象
　
昭
和
　
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
　
年
４
月
１
日
の
間
に
生

ま
れ
た
方

▼
期
間
　
７
月
　
日
か
ら
８
月
末

日
ま
で

▼
募
集
人
数
　
　
名

▼
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
を
７

月
　
日
　
ま
で
に
総
務
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課

５２

５８

２３１０

１３ 臨
時
職
員
（
学
生
）
募
集

１８

１８

２１

３０

１９

（土）

（金）

坂東妻三郎

横
笛
演
奏
会
と

　
　
　
野
外
映
画
会
の
夕
べ

出
場
者
募
集

第
　
回
　
小
野
ま
つ
り

「
の
ど
自
慢
大
会
」

第
　
回
　
小
野
ま
つ
り

「
の
ど
自
慢
大
会
」

２４２４
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ろ
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れ
あ
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や、暮らしの中で思　　ったことなどいっぱ

い教えてください。

お気軽に　総務部市民サービス課まで。　

大島町

大島大坪遺跡
大島町

大島大坪遺跡

加
古
川
流
域
で
最
大
級

加
古
川
流
域
で
最
大
級

弥
生
時
代
後
期
の

８

大島大坪遺跡で見つかった大規模集落跡（大島町）

駅で児童を見守る女性班員（ＪＲ河合西駅）

平成１３年　広報「おの」７月号

　
市
教
育
委
員
会
が
、
大
島
町
の

大
島
大
坪
遺
跡
か
ら
、
弥
生
時
代

後
期
（
１
世
紀
か
ら
３
世
紀
中
ご
ろ
）

の
竪
穴
式
住
居
　
棟
や
掘
立
柱
建

物
　
棟
を
確
認
し
ま
し
た
。
同
時

期
の
集
落
と
し
て
は
、
県
内
で
は

姫
路
市
の
和
久
遺
跡
、
三
田
市
の

川
除
藤
ノ
木
遺
跡
に
次
ぐ
数
で
、

周
辺
を
含
め
る
と
１
０
０
棟
を
越

え
る
集
落
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
加
古
川
流
域
で
大
規
模
集
落
の

存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
初

め
て
で
、
６
月
３
日
に
は
現
地
説

明
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
竪
穴
式
住
居
は
、
四
隅
の
角
が

丸
い
方
形
住
居
で
、
ほ
と
ん
ど
の

住
居
は
、
一
辺
が
５
メ
ー
ト
ル
前

後
の
規
模
で
す
が
、
６
メ
ー
ト
ル

以
上
が
　
棟
、
８
メ
ー
ト
ル
の
も

の
も
３
棟
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

発
掘
現
場
内
に
は
幅
約
２
・
５
メ

ー
ト
ル
、
深
さ
　
か
ら
　
セ
ン
チ

の
溝
が
集
落
を
囲
む
よ
う
に
約
１

０
０
メ
ー
ト
ル
続
い
て
お
り
、
環

濠
集
落
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。
溝
の
北
側
に
は
溝
や
柵

な
ど
で
囲
ま
れ
た
墓
域
も
確
認
さ

れ
、
当
時
の
村
の
姿
を
復
元
で
き

ま
す
。
出
土
遺
物
は
つ
ぼ
や
か
め

な
ど
の
多
数
の
弥
生
土
器
の
ほ
か

石
包
丁
や
磨
製
石
斧
も
あ
り
ま
す
。

　
同
遺
跡
は
、
区
画
整
理
事
業
に

伴
い
、
昨
年
　
月
末
か
ら
約
７，

０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
調
査
し

て
、
想
定
さ
れ
る
範
囲
は
、
約
１

５，
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
と
さ

れ
て
お
り
、
今
秋
に
は
新
た
な
調

査
も
予
定
し
て
お
り
、
今
後
の
更

な
る
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
市
青
少
年
補
導
委
員
会
に
女
性

委
員
だ
け
で
編
成
す
る
「
女
性
班
」

が
発
足
し
、
５
月
　
日
か
ら
巡
回

活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
青
少
年
補
導
委
員
は
　
人
で
、

　
班
に
分
か
れ
て
活
動
し
、
う
ち

女
性
班
は
２
班
を
各
６
人
で
構
成

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
補
導
委
員
は
、
ほ

と
ん
ど
が
男
性
で
、
「
平
日
の
児

童
、
生
徒
の
登
下
校
時
の
補
導
活

動
が
難
し
い
」
な
ど
の
課
題
が
あ

り
ま
し
た
が
、
小
中
学
校
教
諭
ら

に
対
す
る
委
嘱
を
や
め
、
そ
の
人

員
枠
を
市
教
育
委
員
会
が
選
任
し

た
女
性
に
委
嘱
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
女
性
班
は
、
当
面
の
間
、
非
行

防
止
よ
り
も
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
面
の
確
保
に
重
点
を
置
き
、
登

下
校
時
に
巡
回
な
ど
を
行
い
、
青

少
年
に
対
し
て
「
関
心
を
持
っ
て

く
れ
る
近
所
の
お
ば
さ
ん
」
的
な

存
在
を
目
指
し
ま
す
。

１４

８３

４９

１１

１４

６０

１１

９０

１２

！！

住
居
跡
　
棟
見
つ
か
る

８３

住
居
跡
　
棟
見
つ
か
る

８３

住
居
跡
　
棟
見
つ
か
る

８３

―補導委員に女性班発足―

か
ん

ご
う

さ
く

せ
き
 
ふ
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７５ １３８０５０
円

小
野
市
王
子
町
８０６
―
１

小
野
市
役
所
内

広
報
ク
イ
ズ
係

今月の広報「小野」をよ～く読んで次の○の中にうめてください。

○ 今年も７月、８月の２カ月間、「市長への○○」を設置します。

○ ６月９日、山田川上流において○○○を放生しました。

◆応募方法　ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、今月号で

　興味のあった記事や感想などを記入のうえ右記まで送ってください。

　正解者の中から抽選で１０名様に粗品をさし上げます。

◆締 切 日　７月１９日（木）（当日消印有効）

　いつも笑顔で、遊んだり歩き
回るのが大好きな直樹。お姉ち
ゃんといつまでも仲良く、健康
で心豊かに、大きく育ってくだ
さい。

（母　とみ子さん）

　 岸本　直樹ちゃん
（住吉町・１歳２カ月）

きし　もと　 なお き

　笑顔が、最高にかわいい詩織。
いつも、お姉ちゃんにひっつい
て遊んだり、けんかしたりにぎ
やかな毎日です。元気で優しい、
女の子になってね。

（母　利恵さん）

　 藤田　詩織ちゃん
ふじ  た し  おり

　いつも、ニコニコ笑顔のタッ

キー　。でも、お姉ちゃんとだ

けは、おもちゃの取り合いをし

ます。姉弟仲よくしてね。
　（母　雅美さん）

　 藤山　龍希ちゃん
とうやま たつ き

　光空のかわいい笑顔で、元気
１００倍！　いつまでも仲良し
親子だよ　。

（母　和子さん）

　 田中　光空ちゃん
た なか み く

わが家の　アイドル

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
、
自
動
車
の
利
用
を
控
え
よ
う
と
、

５
月
か
ら
職
員
が
徒
歩
や
自
転
車
、

公
共
交
通
機
関
な
ど
を
利
用
す
る「
エ

コ
通
勤
」を
始
め
ま
し
た
。

　
エ
コ
通
勤
は
、
職
員
自
身
が
通
勤

距
離
や
健
康
状
態
、
防
犯
面
な
ど
を

考
え
て
一
カ
月
の
目
標
を
設
定
し
、

自
主
申
告
し
ま
す
。

　
現
在
、
１
６
０
人
の
職
員
が
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

先月広報クイズの答え　○２０１０　○町ぐるみ　でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

地球温暖化防止のために地球温暖化防止のために

―市職員が実践中――市職員が実践中―

２１

（育ヶ丘町・１歳１カ月）

（下来住町・１歳３カ月）

（黒川町・１歳）
エコ通勤に取り組む市職員

２

１
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　市立河合小学校（伊藤泰弘校長）が５月３１日、１年
生親子給食で、ＤＨＡパンの試食を行いました。
　「ＤＨＡパンは、ふつうのパンとどこがちがうのです
か」という声をよく耳にします。
　そこで、同校では、入学児童の給食の様子や、小学
校給食とはどのようなものなのかを知ってもらうために、
毎年行っている１年生の親子給食をＤＨＡパンの日に
設定して、保護者にもＤＨＡパンを試食していただく
ことにしました。
　保護者は、初めて食べるＤＨＡパンの味を確かめる
ように試食されていました。

　市立来住小学校（春井俊彦校長）で５月２６日、「来
住っ子大運動会」を開催しました。
　同校は、今年度、老朽化した校舎の改築工事で６月
末で運動場が使えなくなるため、この時期に行いました。
　当日は、「さよなら運動場」「ありがとう運動場」の
意味をこめて、地域の人々と一体となり、市主催のハ
ートフルウォーキングデーのセレモニーもプログラム
に組み込むなど、まさに地域をあげた運動会となりま
した。

－河合小１年生親子給食－

「来住っ子大運動会」

市の伝統産業「そろばん」職人に挑戦 !

飲食店の接客係に挑戦!

４年目の「トライやる・ウィーク」

　今年も、５月２８日から６月１日と６月４日から同月８
日の２グループで構成され、４年目の「トライやる・ウィ
ーク」が実施されました。中学２年生になれば「トライやる」
に参加するという意識が生徒の内面にも芽生えています。
横並びの行動があたりまえのようになった最近、子供達・
親の双方に生きる道しるべに迷っている姿があります。と
ころが、「トライやる」が実施されるようになって、自分が
描いていた夢や希望を抱く姿勢をとるようになった例が幾
例もあげられています。こんな姿勢が保護者の意識にも変
化を与えています。「中学生の心がわからない」と逃げる姿
勢が子供達の再発見や若いエネルギーに接することで力が
わいてくるという嬉しい声が聞こえています。より活動の
場を増やして、保護者、子供相互間の再発見をしましょう。
「トライやる」の更なる役割を期待したいものです。



１１ 平成１３年　広報「おの」７月号

国宝浄土寺裏山の隠れた名所

　小野市が誇る国宝浄土寺を管理されている住職が５月２３
日、　　市長を訪問されました。
　訪問されたのは歓喜院住職の鑑快筌さんと鑑快穣さんで、
市が進めていた国宝浄土寺裏山の松くい虫被害木伐倒除去
および林相整備完了のお礼にこられました。
　国宝浄土寺裏山には、隠れた名所、八十八ヶ所の地蔵を
巡る林道コースがあり、一周約３０分程度で歩ける距離に
なっています。
　浄土寺にお越しの際は、一度散策されてはいかがですか。

－ツインズフェスタ－

　市中央公民館のサークル「陶」が５月２６日・２７日
の２日間、市民会館小ホールで「開設３０周年記念展」
を開催されました。
　サークル「陶」は、昭和４７年に近隣市町で初めて陶
芸教室を開設、丹波立杭焼の清水千代市講師の指導を
受け、ここで技を磨いた会員は２５０人にのぼります。
　同記念展では、清水講師と現会員６０人の作品を発表
されました。

　市立保健センターでは、６月６日、「ツインズフェス
タ」を開きました。
　集まったのは市内にお住まいの７組の双子の親子と
双子を出産予定の妊婦の方です。親子遊びを楽しんだ後、
交流会では、出産や育児で困ったこと、楽しいことな
ど体験を語り合い、交流を深めました。

－中央公民館サークル「陶」－

かがみ かい せん かがみ かいじょう

　
市
観
光
協
会
が
６
月
１
日
か
ら

３
日
、
伝
統
産
業
会
館
で
「
第
　

回
小
野
市
さ
つ
き
展
」
を
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
出
展
数
は
、
競
技
花
は

　
点
、
一
般
花
は
、
約
　
点
（
　

席
）
で
し
た
。

　
主
な
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

【
競
技
花
の
部
】

○
知
事
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
金
沢
さ
き
の
（
丸
山
町
）

○
市
長
賞

　
　
谷
　
見
佐
男
（
天
神
町
）

○
市
議
会
議
長
賞

　
　
坂
本
　
　
茂
（
片
山
町
）

○
商
工
会
議
所
会
頭
賞

　
　
　
橋
　
義
信
（
葉
多
町
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

　
　
安
井
　
幸
夫
（
喜
多
町
）

【
一
般
花
の
部
】

○
県
議
会
議
員
賞
　
　
　
　
　
　

　
　
西
尾
　
　
公
（
神
明
町
）

○
教
育
長
賞

　
　
黒
田
　
正
男
（
本
　
町
）

○
観
光
協
会
長
賞

　
　
藤
本
　
保
久
（
樫
山
町
）

第
　
回

小
野
市
さ
つ
き
展

３０
３０

１４

１０

４０



　
　

ち
きゅ
うにやさしい

 み

ど
り
をまもる･リ

サイ
ク

ル

　
前
回
に
引
き
続
き
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
（
問

答
形
式
）
で
解
説
し
ま
す
。

Ｑ
１
　
外
国
製
品
お
よ
び
中
古
品

に
つ
い
て
は
、
ど
う
す
る
の
で
す

か
。

Ａ
１
　
国
内
で
外
国
製
品
を
買
っ

た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
小
売
店
で

引
き
取
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
海
外

で
買
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
同
種

の
製
品
を
買
い
替
え
る
際
に
、
そ

の
小
売
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
え

ま
す
。

　
中
古
品
に
つ
い
て
も
、
そ
の
販

売
店
で
引
き
取
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

　
な
お
、
兵
庫
県
電
機
商
業
組
合

加
入
の
小
売
店
で
あ
れ
ば
、
全
て

引
き
取
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

Ｑ
２
　
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
に
含

ま
れ
る
フ
ロ
ン
は
ど
う
な
る
の
で

す
か
。

Ａ
２
　
こ
れ
ら
に
含
ま
れ
る
冷
媒

フ
ロ
ン
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
カ
ー

が
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
際
に
回
収
・

処
理
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
回
収
し
た
小
売
店
に
は
、

収
集
・
運
搬
に
あ
た
り
漏
洩
防
止

措
置
を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
３
　
家
電
製
品
が
、
き
ち
ん
と

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
か
確
認

し
た
い
の
で
す
が
。

Ａ
３
　
小
売
業
者
が
家
電
製
品
を

引
き
取
っ
た
場
合
、
管
理
票
（
家

電
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
を
発
行
し
ま

す
。
こ
の
管
理
票
に
よ
っ
て
小
売

店
等
に
対
し
て
そ
の
製
品
が
、
確

実
に
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
渡
っ
た

か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
Ｑ
＆
Ａ
は
終
わ
り
）

　
夏
、
飲
み
物
が
片
時
も
離
せ
な

い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
飲
み
物
の
消
費
は
、
新
商
品
の

開
発
、
種
類
の
多
様
化
に
よ
り
、

ほ
か
の
消
費
と
比
較
し
て
、
大
き

く
伸
び
て
い
ま
す
。

　
こ
の
容
器
の
多
く
を
占
め
る
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

事
業
者
・
消
費
者
・
市
町
村
が
、

適
切
な
役
割
分
担
を
し
て
、
再
資

源
化
に
務
め
、
ご
み
の
減
量
化
を

図
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
は
、

衣
類
・
ジ
ュ
ー
タ
ン
・
カ
バ
ン
・

靴
等
が
作
ら
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
、

こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
、

平
成
　
年
度
は
、
　
ト
ン
を
収
集

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
も
市
民
の
一
人
と

し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
に

係
る
処
理
分
担
を
き
っ
ち
り
果
た

し
ま
し
ょ
う
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
必
ず
蓋
を

取
り
、
ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
決
め

ら
れ
た
収
集
日
に
決
め
ら
れ
た
場

所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
ゴ
ミ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
て
お
忘

れ
な
く
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
福
祉
部
生

活
環
境
課
環
境
業
務
係

　
本
年
４
月
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
施
行
に
伴
い
、
市
に
よ
る
粗
大

ご
み
と
し
て
の
収
集
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
平
成
　
年
６
月
　
日
ま
で
に
実

施
し
た
粗
大
ご
み
収
集
日
に
は
、

各
町
区
長
（
自
治
会
長
）
さ
ん
等

の
ご
協
力
に
よ
り
、
家
電
４
品
目

は
一
台
も
出
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
非
着
用
に
よ

り
、
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
同
乗

者
が
、
車
外
に
投
げ
出
さ
れ
て
亡

く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
を
上

げ
、
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
を
な

く
す
た
め
、
今
年
も
期
間
中
県
下

一
斉
に
広
報
啓
発
、
指
導
取
締
り
、

着
用
調
査
を
繰
り
返
す
「
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
ア
ッ
プ
運
動
」
を
実

施
し
ま
す
。

　「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
」
で

す
。
車
に
乗
車
す
る
と
き
は
、
後

部
座
席
も
含
め
て
全
員
が
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
６
歳
未
満
の
子
供
が
乗

車
す
る
と
き
は
、
必
ず
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
加
入
の
受
付
　
年
中
加
入
の
受

付
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者
　
市
内
在
住
、
お
よ
び

市
内
に
通
勤
通
学
さ
れ
て
い
る
方

▼
保
険
料
　
年
間
１
口
６
０
０
円
、

途
中
加
入
は
月
額
　
円
（
１
人
２

口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
）

▼
保
険
金
　
１
口
最
高
１
０
０
万

円▼
保
険
期
間
　
加
入
日
か
ら
平
成

　
年
５
月
　
日
ま
で

▼
申
し
込
み
・
詳
細
　
市
民
福
祉

部
生
活
環
境
課
（
　
　
３
３
８
７

直
通
）

「捨てる社会」から
「生かすリサイクル社会」へ

ペットボトルから再生衣料（ポリエステル１００％素材）ができるまで。工程図
※ペットボトルとポリエステルは同じ物質です。

になる

ペットボトルの回収
ペットボトルを回収し、

キャップや不純物を除去する。

粉砕

製品 になる原綿

裁断

縫製

編機

織機になる
にかける

染色して生地

ペットボトルを細かくフレーク状に
粉砕し、洗浄する。

加熱・溶かす

溶融紡糸

溶かした樹脂を、
穴のあいた装置に送り、
加圧して押し出す。

ペレット

溶かして、さらに不純物
を取り除く。

紡績糸

原綿をそのまま、あるいは他の
素材とブレンドし、糸を作る。

｝

お

願

い

混
ぜ
る
と
ご
み
！

　
　
分
別
す
れ
ば
貴
重
な
資
源

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
 
 
 
皆
さ
ん
、
ご
協
力
を
！

平成１３年

平成１２年

比較増減

１３３

１２７

　＋６

１８６

１５８

＋２８

　３

人身事故（件） 傷者（人） 死者（人）

　１

＋２

◎市内交通事故発生状況
（１月１日～５月３１日累計）

運転者（％） ８６．６ ７７．５ ７４．７

助手席（％） ７５．９ ６６．９ ８４．４

兵庫県 東播磨地域 小野市

◎シートベルト着用状況
（平成１２年９月調査）

※小野市の調査場所は、王子町県道加古川小野線

１４

３１

○６３

途
中
加
入
で
き
ま
す
！

　
　
市
民
交
通
傷
害
保
険

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
ア
ッ
プ
運
動
実
施
中

期
間
　
７
月
〜
９
月

１２平成１３年　広報「おの」７月号

知
っ
て
お
き
た
い

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

　
Ｑ
＆
Ａ
　

ハ
ー
ト
フ
ル
・
ク
リ
ー
ン
作
戦
お
の
　○２

○２

１３

２０

５０

１２

１０３０



１３ 平成１３年　広報「おの」７月号

　
お
店
で
商
品
を
買
う
と
き
は
、

価
格
だ
け
で
な
く
、
そ
の
商
品
の

目
方
（
量
目
）
に
も
注
意
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
多
く
の
場
合
、
商
品
の
価
格
は
、

そ
の
物
の
量
や
重
さ
に
よ
っ
て
決

め
ら
れ
て
お
り
、
目
方
の
不
足
に

よ
っ
て
は
数
十
円
を
余
分
に
支
払

っ
た
の
と
同
じ
よ
う
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
山
売
り
な
ど
の
商
品

も
、
一
見
安
そ
う
に
感
じ
ま
す
が
、

グ
ラ
ム
当
た
り
の
単
価
で
比
べ
る

と
割
高
と
な
る
場
合
が
あ
っ
た
り
、

必
要
な
量
以
上
に
買
っ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
商
品
を
買
う
場
合
、
多
く
は
何

ら
か
の
外
袋
に
包
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
外
袋
の
こ
と
を
風
袋
と
い
い

ま
す
。

　
そ
し
て
風
袋
に
も
目
方
が
あ
り
、

商
品
の
目
方
（
内
容
量
）
に
風
袋

の
目
方
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
小
野
市
く
ら
し
の
会

に
委
託
し
て
、
食
品
の
量
目
試
買

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
方
法
は
、
く
ら
し
の
会
会

員
が
調
査
員
と
な
り
、
調
査
員
が

各
地
区
ご
と
に
、
調
査
す
る
市
内

の
食
品
取
扱
店
を
無
作
為
に
選
び

ま
す
。
次
に
店
に
行
き
食
肉
・
魚

介
類
・
野
菜
・
果
物
・
食
肉
の
加

工
品
・
魚
介
類
の
加
工
品
等
の
う

ち
、
グ
ラ
ム
販
売
さ
れ
て
い
る
も

の
を
購
入
し
ま
す
。
そ
し
て
購
入

し
た
商
品
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
移
し

替
え
て
正
味
量
を
計
り
、
商
品
の

表
示
量
と
の
誤
差
を
調
べ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
商
品
に
は
水
分
を
多

く
含
ん
だ
物
や
乾
燥
し
や
す
い
物

が
あ
る
た
め
、
量
目
公
差
と
し
て

若
干
の
誤
差
量
の
範
囲
が
法
律
で

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
範
囲

を
超
え
て
の
不
足
や
過
量
が
あ
れ

ば
計
算
が
不
適
正
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
試
買
調
査
の
結
果
、
調
査
商
品

点
数
　
点
、
適
正
率
　
・
１
％
で
、

４
点
に
量
目
公
差
を
超
え
る
不
足

が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
体
的
に
は

良
好
な
成
績
で
し
た
。

　
不
足
原
因
と
し
て
は
、
　
風
袋

込
み
の
計
量
、
　
自
然
乾
燥
に
よ

る
目
減
り
、
　
粗
雑
な
計
量
等
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
食
品
の
量
目
試
買
調
査

を
実
施
し
、
正
し
い
計
量
を
啓
発

し
ま
す
。

〜
買
い
物
を

　
　
す
る
時
の

　
　
　
　
注
意
〜

くら
しのそ

うだん 箱

９３

７２

２
３

１

食
品
の
量
目
試
買
を

　
　
　
　
調
査
実
施

　
農
政
課
で
は
、
農
村
の
持
つ
多

面
的
機
能
を
生
か
す
た
め
に
田
園

景
観
整
備
事
業
（
農
村
地
域
の
活

性
化
の
一
環
と
し
て
都
市
と
農
村

の
交
流
の
た
め
の
田
園
景
観
づ
く

り
）
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
の
一
環
と
し
て
、
６
月
９
日

に
市
内
山
田
川
上
流
（
遊
舟
橋
の

東
側
）
に
お
い
て
、
市
場
小
学
校

の
児
童
が
市
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
成
虫
１，
０
０

０
匹
を
一
斉
に
放
生
（
ほ
う
じ
ょ

う
）
し
ま
し
た
。

　
ホ
タ
ル
は
幼
虫
か
ら
成
虫
に
か

え
る
の
は
約
３
％
と
い
わ
れ
て
お

り
、
命
の
尊
さ
や
自
然
の
大
切
さ

を
互
い
に
実
感
し
ま
し
た
。
訪
れ

た
人
々
は
、
放
生
し
た
ホ
タ
ル
が

ほ
の
か
な
光
を
放
ち
な
が
ら
川
辺

を
舞
う
幻
想
的
な
姿
に
み
と
れ
る

な
ど
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う
初
夏
の

夜
の
一
時
で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
ホ
タ
ル
を
放
生
し
た
山

田
川
は
ホ
タ
ル
の
餌
と
な
る
「
カ

ワ
ニ
ナ
」
が
棲
ん
で
お
り
、
地
元

山
田
町
で
は
、
こ
の
場
所
を
「
ホ

タ
ル
の
里
」
と
し
て
保
護
、
お
よ

び
定
着
さ
せ
る
た
め
、
柳
の
木
を

植
え
る
な
ど
整
備
・
管
理
を
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
各
小
学
校
と
協
力
し

な
が
ら
、
ホ
タ
ル
の
生
育
な
ど
の

事
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
田
園
景

観
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。

農
業  

〜
　
世
紀
を
む
か
え
て
〜  

　○２０

山
田
川
上
流
に
て

　
　
　
ホ
タ
ル
を
観
賞

２１

（土）

め
か
た

り
ょ
う
も
く

ひ
と
や
ま
う

そ
と
ぶ
く
ろ

ふ
う
た
い

り
ょ
う
も
く
こ
う
さ



１４平成１３年　広報「おの」７月号

　
老
人
（
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
）

重
度
心
身
障
害
者
・
乳
幼
児
・
母

子
家
庭
等
の
各
福
祉
医
療
費
受
給

者
証
が
、
７
月
１
日
か
ら
更
新
さ

れ
ま
す
。

　
引
き
続
き
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、

新
し
い
受
給
者
証
を
、
所
得
制
限

に
よ
り
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た

方
に
は
、
「
福
祉
医
療
費
受
給
事

由
消
滅
通
知
」
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
ま
で
所
得
制
限
以

上
で
受
給
資
格
が
な
か
っ
た
方
で

今
年
所
得
制
限
内
の
方
に
は
、
申

請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

該
当
項
目
等
記
入
の
う
え
、
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。
受
給
者
証
を
送

付
し
ま
す
。
母
子
家
庭
等
の
方
に

は
再
度
の
申
請
案
内
通
知
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
老
人
医
療
助
成
対
象
者

は
、
一
般
世
帯
と
高
齢
者
世
帯
と

の
間
の
負
担
の
均
衡
を
考
慮
し
、

総
世
帯
の
中
間
的
な
水
準
の
所
得

を
下
回
る
高
齢
者
に
限
定
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
た
所
得
制
限
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
　
市
民
課
保
険
医
療
係
　

暮
ら
し
の
情
報

市
役
所
の
電
話
番
号
は

　
　
　
　
　
　
　
　
で
す

乳
児（
０
歳
児
）
の
１
割
負
担
は

　
　
　
市
単
独
事
業
で
無
料
に

◎福祉医療所得制限表（平成１３年７月１日から平成１４年６月３０日まで）

１
０
０
０

老　　　　人　

（６５～６９歳）

乳児（０歳）

・市民税非課税の人
・前年の所得が
　１，４５０，０００円を越
　えない人

・保護者の所得制限なし

０人

１人

２人

３人

０人

１人

２人

３人

０人

１人

２人

３人

４，６００，０００

４，９８０，０００

５，３６０，０００

５，７４０，０００

６，２８７，０００

６，５３６，０００

６，７４９，０００

６，９６２，０００

４，５９６，０００

４，９７６，０００

５，３５６，０００

５，７３６，０００

１，５４０，０００

１，９２０，０００

２，３００，０００

２，６８０，０００

（平成１２年度は老齢
　福祉年金の所得制
　限表を準用）

母等扶養義務者
の所得　（円）

乳
　幼
　児

幼　　　児　

（１歳～６歳　
未満児）

重度心身障害者　

母 子 家 庭 等　

区　　分

◎福祉医療費受給者証（平成１３年７月１日から平成１４年６月３０日まで）

老　　人（６５～６９歳）

乳 幼 児

（０～６歳

　未満児）

　 ０ 歳 児

（平成１３年７月１日

以降に出生する乳児）

０歳～３歳未満児

（平成１０年７月１日～

平成１３年６月３０日の

間に出生した乳幼児）

３歳～６歳未満児

（平成７年７月１日～

平成１０年６月３０日の

間に出生した幼児）

重 度 心 身 障 害 者

母　子　家　庭　等

サーモンピンク（オレンジ色） 鴬　　色

鴬　　色

鴬　　色

ラベンダー色

（入院のみ） 

鴬　　色

鴬　　色

サーモンピンク（オレンジ色）

サーモンピンク（オレンジ色）

若草色『負担なし』

（１歳になるまで自己負担無し）

若草色『負担なし』
（３歳になるまで自己負担無し）

＊３歳の翌月から『外来１割負担』

　のサーモンピンク証に変更

サーモンピンク（オレンジ色）

『外来１割負担』
（入院、外来とも有効ですが、

　外来のみ１割自己負担）

＊有効期間は６歳の誕生月まで

受　給　者　区　分

◎福祉医療対象者の資格要件・助成医療費

・６５～６９歳

　（老人保健
　該当者以外）

・本人、配偶者、扶養義務（保護）者の所得が制限額以内で
　あること。（１歳未満の乳児は、保護者の所得制限がありません。）

・いずれかの健康保険（国民健康保険、職場の社会保険等）に加入
　していること。

・保険適用分のみで､診断書料､薬のビン代､差額ベッド等保険外は対象になりません。
・重度心身障害者、乳幼児、母子家庭等医療で入院された場合の食事代は、領収明細
　書等で別に支給申請してください。
・１歳以上の幼児の外来で自己負担金が月５千を越える場合は、領収明細書等で別に
　支給申請してください。（５千円を超える額が対象です。）
・経過措置として、３歳未満児に係る外来の１割負担金は不要です。

・身障手帳１・
　２級

・重度知的障
　害者

・６歳未満児

・母子家庭の母、
　父子家庭の父と
　１８歳未満の児童
・父母のいない１８
　歳未満の児童

・被保険者負
　担額（７０歳以
　上の老人保健と

   同じ自己負担金

   が必要です。）

・被保険者

　負担額

・被保険者負
　担額（外来の
　場合、１歳以上

　は１割の自己負

　担金が必要です。）

・被保険者

　負担額

資
格
要
件

所
得
要
件

助
成
医
療
費

老人医療 重度心身障害者医療 乳幼児医療 母子家庭等医療

新しい受給者証 古い受給者証

扶　養
親族数

受給者本人
の所得　（円）

受給者の配偶者及び扶養
義務（保護）者の所得（円）

　
市
で
は
、
子
育
て
を
支
援
す
る

た
め
、
１
歳
未
満
児
の
乳
児
の
外

来
に
係
る
１
割
負
担
も
助
成
す
る

市
独
自
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
１
日
以
降
医
療
機
関
で
受

診
さ
れ
る
際
に
は
、
新
し
い
受
給

者
証
を
健
康
保
険
証
に
添
え
て
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

古
い
医
療
証
は
ご
家
庭
で
速
や
か

に
処
分
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

６
歳
未
満
児
の
医
療
費
は

　
　
　
　
　
入
院
に
加
え
外
来
も
対
象
に
　

　
６
月
末
日
ま
で
の
乳
幼
児
医
療

は
外
来
が
３
歳
未
満
児
、
入
院
の

み
が
６
歳
未
満
児
対
象
で
し
た
が
、

７
月
１
日
か
ら
外
来
も
６
歳
未
満

児
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
外
来
の
医
療
費
に
係
る
１
割

の
自
己
負
担
金
が
必
要
で
す
。（
月

５，
０
０
０
円
ま
で
）
所
得
制
限
内

の
３
歳
か
ら
６
歳
未
満
児
ま
で
の

保
護
者
の
方
に
は
申
請
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
項
目
等

を
記
入
の
う
え
、
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

転
入
等
で
所
得
証
明
書
が
必
要
な

場
合
や
通
知
が
届
か
な
い
等
不
明

な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○２

１○

３○

○６３

！

！

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

７月１
日から

６５

６９



１５ 平成１３年　広報「おの」７月号

　
国
民
年
金
は
、
　
歳
か
ら
加
入

し
て
　
歳
ま
で
の
　
年
間
保
険
料

を
納
め
て
長
い
老
後
生
活
の
基
礎

と
な
る
年
金
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。

　
し
か
し
、
長
い
人
生
の
間
に
は

思
わ
ぬ
病
気
や
け
が
、
失
業
や
災

害
な
ど
の
理
由
で
国
民
年
金
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
に
な

る
時
期
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う

時
、
国
民
年
金
に
は
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
ず
未
納
に
し
て

し
ま
う
と
、
老
齢
基
礎
年
金
の
支

給
額
が
減
額
さ
れ
た
り
老
齢
基
礎

年
金
そ
の
も
の
が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
は
遺
族
基
礎

年
金
や
障
害
基
礎
年
金
と
い
っ
た

不
慮
の
事
故
に
対
し
て
も
所
得
保

障
が
さ
れ
る
制
度
で
す
が
、
未
納

に
す
る
こ
と
に
よ
り
年
金
が
支
給

さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
免
除
は
、
本
人
が
市
役
所

に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得

等
一
定
の
条
件
に
基
づ
き
社
会
保

険
事
務
所
が
審
査
・
決
定
し
ま
す
。

　
申
請
免
除
期
間
と
し
て
認
め
ら

れ
る
と
そ
の
期
間
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
免
除
さ

れ
、
申
請
免
除
期
間
に
保
険
料
が

納
め
ら
れ
て
い
な
い
事
を
理
由
に

年
金
が
支
給
さ
れ
な
く
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
に
つ
い
て
も
将
来
年
金
を
受
給

す
る
時
に
は
免
除
と
し
て
認
め
ら

れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
保
険
料
を

納
め
た
期
間
に
対
し
て
３
分
の
１

が
国
庫
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
大
変
な
時
も
未
納
に
せ
ず
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

  
●
過
去
に
免
除
を
受
け
た
方
へ

　
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

年
金
の
受
給
資
格
期
間
と
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
が
、
将
来
、
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
時
に
は
免
除

を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
３
分

の
１
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
２
年

が
経
過
す
る
と
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
が
、
免
除
を
受

け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
　
年
間

遡
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
経
済
的
に
余
裕
が

で
き
れ
ば
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

の
こ
と
を
考
え
て
追
納
し
て
お
く

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
追
納
す
る
と
き
は
、

上
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

追納する期間 追納額（月額）
平成３年
４月分

平成４年
３月分

平成４年
４月分

平成５年
３月分

平成５年
４月分

平成６年
３月分

平成６年
４月分

平成７年
３月分

平成７年
４月分

平成８年
３月分

平成８年
４月分

平成９年
３月分

平成９年
４月分

平成１０年
３月分

平成１０年
４月分

平成１１年
３月分

平成１１年
４月分

平成１２年
３月分

平成１２年
４月分

平成１３年
３月分

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性

　
・
　
歳
、
女
性
　
・
　
歳
（
平

成
　
年
）
。
い
ま
や
日
本
は
世
界

一
の
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。
長

生
き
を
し
、
老
後
の
生
活
に
お
い

て
も
健
康
で
豊
か
に
過
ご
す
こ
と

は
、
だ
れ
も
が
願
う
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
し
か
し
、
そ
こ
に
至
る
前
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
大
き
な
病
気
や
け
が

を
す
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
障
害

に
な
っ
た
り
、
死
亡
し
た
り
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
失

業
し
た
り
働
け
な
く
な
っ
た
り
し

て
、
生
活
収
入
が
得
ら
れ
な
く
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
老

後
の
生
活
に
お
い
て
も
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
ど
う
す
る
か
、

老
後
の
生
活
資
金
を
ど
う
す
る
か

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
病
気
や
け
が
、
老

齢
、
障
害
、
死
亡
、
失
業
な
ど
に

よ
っ
て
生
活
困
難
に
な
る
リ
ス
ク

は
だ
れ
も
が
抱
い
て
い
ま
す
が
、

万
一
、
こ
れ
が
現
実
に
な
っ
た
と

き
に
は
、
個
人
で
負
担
し
き
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
保

障
制
度
と
は
、
個
人
が
こ
の
よ
う

な
困
難
に
直
面
し
た
と
き
社
会
全

体
で
支
え
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

必
要
な
給
付
な
ど
を
行
い
、
そ
の

生
活
の
安
定
を
は
か
る
し
く
み
で

す
。

　
日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
、
国

民
が
制
度
の
加
入
者
と
な
り
、
万

一
の
と
き
に
は
給
付
を
受
け
て
生

活
の
安
定
が
保
障
さ
れ
る
一
方
、

制
度
を
支
え
る
保
険
料
負
担
を
分

か
ち
合
う
、
国
民
全
体
の
助
け
合

い
の
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

公
的
年
金
制
度
と
公
的
医
療
保
険

制
度
で
あ
り
、
昭
和
　
年
に
「
国

民
皆
年
金
」
「
国
民
皆
保
険
」
が

制
度
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国

民
す
べ
て
が
こ
れ
ら
の
制
度
の
加

入
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
で
は
、

病
気
や
け
が
の
と
き
に
は
だ
れ
も

が
軽
い
負
担
で
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
障
害
や
老
齢
な
ど
に
よ
っ
て

生
活
収
入
を
得
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
た
と
き
に
は
、
年
金
に
よ
っ

て
生
活
が
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
社

会
保
障
制
度
は
、
わ
た
し
た
ち
が

生
活
上
の
困
難
に
直
面
し
た
と
き

に
、
社
会
全
体
で
支
え
合
う
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
い
う
役
割
を
は

た
し
て
い
ま
す
。

　
だ
れ
で
も
困
っ
た
と
き
に
は
、

人
の
支
え
が
必
要
で
す
。
都
市
化

や
核
家
族
化
が
進
み
、
身
近
な
家

族
や
地
域
社
会
で
の
支
え
合
い
も

難
し
く
な
っ
て
い
る
今
日
の
社
会

で
は
、
社
会
全
体
で
支
え
合
う
社

会
保
障
制
度
は
、
わ
た
し
た
ち
の

生
活
の
中
で
ま
す
ま
す
重
要
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
自
分
は
、
病
気

に
な
ら
な
い
か
ら
保
険
料
は
払
わ

な
い
と
か
、
老
後
は
人
の
世
話
に

な
ら
な
い
か
ら
年
金
は
掛
け
な
い

と
い
っ
た
考
え
方
で
は
、
社
会
保

障
制
度
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
、
こ
の
こ
と
を
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

　
さ
て
、
そ
の
社
会
保
障
制
度
の

一
つ
で
あ
る
公
的
年
金
は
、
老
齢

や
障
害
、
死
亡
な
ど
で
家
計
の
収

入
が
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
安
定

し
た
収
入
源
と
な
っ
て
生
活
を
支

え
る
公
的
な
し
く
み
で
あ
り
、
長

寿
社
会
の
今
日
で
は
、
公
的
年
金

は
ほ
と
ん
ど
の
人
に
と
っ
て
、
老

後
の
重
要
な
収
入
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
年
金
の
財
源
と
な
っ

て
い
る
の
は
現
役
世
代
が
納
め
る

保
険
料
で
す
。
し
か
し
、
少
子
高

齢
化
を
背
景
に
、
給
付
額
が
増
加

す
る
一
方
、
財
源
の
支
え
手
は
減

少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
老
後
の
生

活
を
保
障
す
る
公
的
年
金
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
わ
た
し
た
ち
み

ん
な
で
制
度
を
支
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

平成１３年度中に追納する場合の保険料額

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

１３，６２０円

１３，９１０円

１４，２７０円

１４，３００円

１４，２９０円

１４，２４０円

１４，０４０円

１３，８３０円

１３，３００円

１３，３００円

病
気
や
障
害
、
老
齢
の
と
き

　
　
国
民
生
活
の
安
定
を
保
障
す
る

社
会
保
障
制
度
の
役
割
を
考
え
る

国

民

年

金

保

険

料

病
気
や
障
害
、
老
齢
の
と
き

　
　
国
民
生
活
の
安
定
を
保
障
す
る

社
会
保
障
制
度
は
社
会
全
体
の

　
　
　
　
　
支
え
合
い
の
し
く
み

社
会
保
障
制
度
は
社
会
全
体
の

　
　
　
　
　
支
え
合
い
の
し
く
み

国

民

年

金

保

険

料

７７

１０

８３

３６

４０

１０

６０

２０

９９

１１ 社
会
保
障
制
度
の
役
割
を
考
え
る

未
納
に
し
な
い
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
！



市
民
会
館
・
中
央
公
民
館

　
最
近
、
マ
ス
コ
ミ
で
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」

と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
の

市
民
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
」

と
も
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
何
か
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
違
い
」
等
の

素
朴
な
疑
問
に
答
え
る
形
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
入
門
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
大

阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
事
務
局
長

の
早
瀬
昇
氏
の
分
か
り
や
す
い
講

演
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
　
８
月
４
日
　
、
９
月
２

日
　
・
９
日
　
・
　
日
　
・
　
日

　
、　
月
　
日

▼
講
師
　
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
　
早
瀬
昇
、
弁
護
士
　
三
木
秀

夫
ほ
か

▼
内
容
　「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
自
治
体
行
政
」

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
制
度
と
税
制
度
」「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
運
営
や
賃
金
」
等

▼
対
象
　
成
人
の
方
　
名

▼
受
講
料
　
２，
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
方
法
　
７
月
　
日
　

か
ら
８
月
　
日

葉
書
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み

（
８
月
　
日
必
着
）
　
郵
便
番
号

　
住
所
　
氏
名
　
電
話
番
号
を
必

ず
記
入
。
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
で
決
定
。

▼
申
し
込
み
　
〒
６
７
５
―
１
３

８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
―

１
　
小
野
市
民
会
館
ホ
ー
ル
ス
タ

ッ
フ
養
成
講
座
係

Ｅ
メ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

あ
な
た
も
プ
ロ
奏
者
の

　
　
指
導
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

木
管
楽
器
講
習
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
創
っ
て

　
　
市
民
活
動
を
始
め
ま
せ
ん
か

ｋｏｍｉｎｋａｎ
＠
ｃｉｔｙ．

ｏｎｏ．ｈｙｏｇｏ．ｊｐ

ｋｏｍｉｎｋａｎ
＠
ｃｉｔｙ．

ｏｎｏ．ｈｙｏｇｏ．ｊｐ

！

２

３

４

２２

２９

３０

１０

１０

１０

１３

（土）

（日）

（火）

（金）

（土）

（日）

（土）

（土）

▼
日
時
　
８
月
　
日
　
　
　
時
　

分
か
ら
　
時
　
分

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
ほ

か▼
指
導
者
　
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
員

▼
指
導
楽
器
　
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー

ボ
エ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
フ
ァ
ゴ

ッ
ト
、
ホ
ル
ン

▼
定
員
　
各
楽
器
　
名

▼
応
募
資
格
　
管
楽
器
１
年
以
上

の
経
験
者
（
楽
器
持
参
の
こ
と
）

▼
受
講
料
　
一
般
　
２，
０
０
０

円
、
小
中
高
生
５
０
０
円
（
た
だ

し
、　
月
７
日
開
催
の
演
奏
会
チ

ケ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
）

▼
申
し
込
み
方
法
　
７
月
１
日
　

か
ら
同
月
　
日
　
ま
で
に
所
定
の

申
し
込
み
用
紙
に
　
氏
名
　
〒
　

住
所
　
電
話
番
号
　
年
齢
　
男
女

の
別
　
楽
器
名
等
を
記
入
。
葉
書
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
し
込

み
も
可
（
　
日
必
着
）。
電
話
で

の
申
し
込
み
は
不
可
。
申
込
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
。

▼
申
し
込
み
　
〒
６
７
５
―
１
３

８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
―

１
　
小
野
市
民
会
館
木
管
楽
器
講

習
会
係

Ｅ
メ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
会
館

ｋｏｍｉｎｋａｎ
＠
ｃｉｔｙ．

ｏｎｏ．ｈｙｏｇｏ．ｊｐ

１９

１０

１３

３０

１５

３０

２０

２２２２

（日）

（日）

（日）
１

２

３

４

５

６

７

地
域
づ
く
り
の
企
画
力
を
つ
け
て

　
　
ふ
る
さ
と
小
野
の
元
気
ア
ッ
プ

地
域
づ
く
り
企
画
力
セ
ミ
ナ
ー

　
地
域
づ
く
り
企
画
力
セ
ミ
ナ
ー

は
、
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
が

各
地
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　「
地
域
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り
、

ひ
と
づ
く
り
は
生
涯
学
習
」
と
も

言
わ
れ
ま
す
。
生
涯
学
習
に
よ
る

地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

地
域
づ
く
り
の
企
画
力
を
持
っ
た

人
材
を
養
成
し
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
を
す
す
め
「
元
気
ア
ッ
プ

お
の
」
を
達
成
す
る
た
め
本
講
座

を
開
設
し
ま
す
。

▼
期
日
　
８
月
　
日
　
、
９
月
１

日
　
、
９
月
　
日
　
、　
月
　
日

　
、　
月
４
日
　
、　
月
　
日
　
、

　
月
１
日
　
・
２
日
　
。
計
８
日

間▼
場
所
　
中
央
公
民
館
ほ
か

▼
講
師
　
村
上
和
子
（
サ
ン
テ
レ

ビ
）、
李
福
美
（
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）、

大
江
浩
（
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）、
小

島
明
（
か
ら
く
さ
塾
）
ほ
か

▼
内
容

　
講
義
　
　
世
紀
の
地
域
づ
く
り

　
講
義
　
こ
れ
か
ら
の
企
画
の
あ

り
方
―
小
野
ま
つ
り
を
通
し
て
―

　
見
学
　
お
の
び
っ
く
り
発
見

　
先
進
地
見
学
　「
赤
レ
ン
ガ
フ
ェ

ス
タ
」
舞
鶴
市
ほ
か

　
講
義
　「
地
域
づ
く
り
の
企
画
・

立
案
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　「
地
域
づ

く
り
企
画
に
挑
戦
」

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
　「
地
域
づ
く

り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

▼
対
象
　
成
人
の
方
　
名

▼
受
講
料
　
２，
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
方
法
　
７
月
　
日
　

か
ら
８
月
　
日

葉
書
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み

（
８
月
　
日
必
着
）
　
郵
便
番
号

　
住
所
　
氏
名
　
性
別
　
電
話
番

号
　
職
業
等
を
必
ず
記
入
。
申
込

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
。

▼
申
し
込
み
　
〒
６
７
５
―
１
３

８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６
―

１
　
小
野
市
中
央
公
民
館
地
域
づ

く
り
企
画
力
セ
ミ
ナ
ー
係

Ｅ
メ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

１２３４

１

２

３

４

５

６

６ ５７

１８

（土）

１０
１０

（金）

２０

（祝）

３０

３０

１１

２１

１１

１２

１７１０

１４

（日）

（土）
（日）

（日）

（土）

（土）

（日）

　
あ
な
た
も
大
ホ
ー
ル
の
舞
台
で

演
奏
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
音
楽
祭
日
時
　
　
月
　
日
　
　

　
時
か
ら

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
賞
　
ひ
ま
わ
り
賞
・
や
な
ぎ
賞
・

ま
が
も
賞
（
副
賞
　
各
１
万
円
）

▼
応
募
資
格
　
小
野
市
民
を
構
成

員
に
含
む
合
唱
・
音
楽
合
奏
・
邦

楽
（
太
鼓
・
民
謡
等
）・
そ
の
他

（
ロ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
な
ど
）
の
演
奏
団
体

▼
演
奏
時
間
　
１
団
体
８
分
以
内

▼
応
募
期
間
　
７
月
１
日
　
か
ら

同
月
　
日

▼
応
募
方
法
　
演
奏
の
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
と
所
定
の
申
込
書
を
郵
送
、

ま
た
は
持
参
（
テ
ー
プ
は
返
却
し

ま
せ
ん
）

▼
選
考
方
法
　
テ
ー
プ
審
査
に
よ

り
　
団
体
程
度

▼
出
演
料
　
１
団
体
２，
０
０
０

円
が
必
要

▼
出
演
団
体
の
発
表
　
８
月
中
旬

に
通
知

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
会
館

２５

３１

１３

１１

１５

（日）

（日）

（火）

小
野
市
民
音
楽
祭

　
　
　
　
出
場
団
体
募
集

小
野
市
民
音
楽
祭

　
　
　
　
出
場
団
体
募
集

１

１０
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キ
ネ
シ
オ
テ
ー
ピ
ン
グ
と
い
う

テ
ー
ピ
ン
グ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
キ
ネ
シ
オ
テ
ー
ピ
ン
グ
と
は
、

伸
縮
性
の
高
い
テ
ー
プ
を
は
っ
て

筋
肉
痛
を
和
ら
げ
た
り
、
け
い
れ

ん
を
治
し
た
り
す
る
テ
ー
ピ
ン
グ

の
こ
と
で
す
。
テ
ー
プ
を
貼
る
こ

と
に
よ
り
、
血
液
の
循
環
な
ど
が

良
く
な
り
、
肩
こ
り
や
冷
え
性
に

も
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
キ
ネ
シ
オ

テ
ー
ピ
ン
グ
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

▼
日
時
　
７
月
　
日
　
　
　
時
　

分
か
ら
　
時
　
分
ま
で

▼
場
所
　
総
合
体
育
館
軽
運
動
室

▼
講
師
　
キ
ネ
シ
オ
テ
ー
ピ
ン
グ

協
会

▼
対
象
　
中
学
生
以
上

▼
募
集
定
員
　
　
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
２，
０
０
０
円
（
資

料
代
を
含
む
）

▼
申
し
込
み
期
限
　
７
月
　
日

▼
申
し
込
み
方
法
　
　
氏
名
　
　

年
齢
　
　
性
別
　
　
連
絡
先
（
住

所
／
　
）　
　
所
属
（
勤
務
先
／

　
な
ど
）

「
平
成
　
年
度
キ
ネ
シ
オ
テ
ー
ピ

ン
グ
講
習
会
申
込
書
」
と
記
入
の

う
え
、
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

小
野
市
総
合
体
育
館
　
〒
６
７
５

―
１
３
７
８
　
小
野
市
王
子
町
９

１
７
―
１
　
　
　
７
０
０
０
　
　

　
７
５
６
０

　
短
歌
に
関
心
を
持
た
れ
て
い
る

方
、
は
じ
め
て
の
方
、
す
で
に
短

歌
を
作
ら
れ
て
い
る
方
、
ど
な
た

で
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
７
月
　
日
　
　
　
時
　

分
か
ら
約
２
時
間

▼
場
所
　
市
立
図
書
館
視
聴
覚
ホ

ー
ル

▼
対
象
　
参
加
希
望
者

▼
講
師
　
伊
藤
一
彦
先
生
（
現
代

歌
人
協
会
協
会
員
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歌
壇

選
者
、
現
代
短
歌
・
南
の
会
代
表
）

▼
内
容
　

　
一
部
　
作
歌
へ
の
案
内

　
二
部
　
歌
の
批
評

　
　
　（
参
加
者
提
出
の
歌
の
評
）

▼
参
加
料
　
無
料

▼
募
集
人
員
　
１
０
０
名

▼
申
し
込
み
方
法
　「
官
製
は
が

き
」
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
と
、
あ
れ
ば
短
歌
一
首
（
歌

の
提
出
は
自
由
で
す
）

▼
締
め
切
り
　
７
月
　
日
　
必
着
。

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す
）

▼
申
し
込
み
　
市
教
育
委
員
会
　

短
歌
「
上
田
三
四
二
賞
」
係
（
生

涯
学
習
課
内
　
　
２
４
４
５
）　

〒
６
７
５
―
１
３
８
０
　
小
野
市

王
子
町
８
０
６
―
１

キ
ネ
シ
オ
テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会

　
　
　
　
　
ア
ル
ゴ
に
初
上
陸

テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会 ！

２２

１３

３０

１３

３０

１６

３０

（日）

２９

１３

１６

３０

（日）

（月）

２０

（金）

１

３

４

２

５

○６２

○６２

○６３

ＦＡＸ

　
５
月
　
日
に
開
催
し
た
第
　
回

短
歌
上
田
三
四
二
賞
発
表
会
で
、

入
賞
さ
れ
ま
し
た
方
を
、
６
月
号

で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
次
の
方
が
紹
介
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
こ
に
改
め
て
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
と
共
に
、
関
係
の
皆

さ
ん
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

佳
作
（
小
野
市
関
係
分
）

肩
書
き
の
す
べ
て
を
外
す
歳
と
な

り
貌
な
ご
み
来
し
と
級
友
に
云
わ

れ
ぬ

　
　
　
　
粟
生
町
　
徳
永
　
功

＝
短
歌
研
修
会
＝

１９

１２

第
　
回
短
歌
上
田
三
四
二
賞
入
賞
歌
に
つ
い
て

１２

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
県

下
　
１
の
投
稿
率
で
期
待
し
て
い

ま
し
た
が
、
愛
称
の
最
優
秀
賞
で

は
同
一
応
募
が
　
名
あ
り
、
抽
選
。

　
名
の
中
、
小
野
市
か
ら
も
５
名

の
方
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
し
た

が
、
６
分
の
１
の
確
率
も
む
な
し

し
く
、
明
石
市
の
方
に
決
定
し
ま

し
た
。
今
後
も
啓
発
事
業
と
し
て

兵
庫
県
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
応
募
依

頼
が
あ
り
ま
す
が
、
国
体
開
催
地

と
し
て
盛
り
上
げ
る
た
め
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
　
回
国
民
体
育
大
会
　
　
　
決
定

―
小
野
市
の
応
募
者
抽
選
で
大
賞
逃
す
―

！

愛

称

標

語

６１

３１

３１

Ｎｏ． 愛
称
（
最
優
秀
賞
）

　
『
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
』（
　
名
の
応
募
者
か
ら
抽
選
）

標
語
（
最
優
秀
賞
）

　
”
あ
り
が
と
う
“
心
か
ら
・
ひ
ょ
う
ご
か
ら

３１

か
お

と
も

　
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
（
７
社
）

と
共
同
分
譲
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
小
野
市
土
地
開
発
公
社
（
市
役

所
内
）
ま
で
。

北 道 邦 彦

眼科医員
きた みち くに ひこ

森 本 規 之

産婦人科医員
もり もと のり ゆき

西川真一郎

内科医員
にしかわしんいちろう

こ
ん
に
ち
は

　
着
任
医
で
す

市
民
病
院
か
ら

市
民
病
院
か
ら

市
民
病
院
か
ら

ゆ
と
り
あ
る
快
適
な
街

第
２
期
共
同
分
譲

　
　
受
付
中
（
先
着
順
）

（
市
内
黒
川
町
）

ア
メ
ニ
テ
ィ
く
ろ
か
わ
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▼
日
時
　
８
月
５
日
　
　
９
時
　

分
か
ら
（
開
会
式
）

▼
場
所
　
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

室
内
プ
ー
ル
（
　
ｍ
×
６
コ
ー
ス
）

▼
参
加
料
　
無
料

▼
競
技
方
法

　
　
男
女
別
種
目
別
個
人
競
技

（
競
技
種
目
は
別
表
の
と
お
り
）

『
オ
ー
プ
ン
種
目
』

　
リ
レ
ー
競
技
（
自
由
形
）

☆
小
学
生
の
部
（
４
年
生
以
上
）

　
１
０
０
ｍ
（
　
ｍ
×
４
人
）

☆
中
学
生
の
部
　
１
０
０
ｍ
（
　

　
ｍ
×
４
人
）

☆
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

　
２
０
０
ｍ
（
　
ｍ
×
４
人
）

※
い
ず
れ
も
男
女
混
成
可

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
、
ま

た
は
、
通
勤
、
通
学
さ
れ
て
い
る

方
（
た
だ
し
、
高
校
生
・
大
学
生
・

ア
ル
ゴ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の

生
徒
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
申
し
込
み
方
法
・
詳
細
　
所
定

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
体
育
保
健
課
、
ま
た
は
総

合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）
へ
。

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
　
７
月
　

日　
８
月
４
日
　
の
　
時
か
ら
８
月

５
日
　
の
　
時
ま
で
は
、
市
民
水

泳
大
会
開
催
お
よ
び
そ
の
準
備
の

た
め
、
一
般
利
用
者
の
プ
ー
ル
使

用
を
停
止
し
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
当
館
で
は
、
例
年
、
旧
小
野
藩

主
・
一
柳
家
か
ら
寄
贈
を
受
け
た

古
文
書
等
を
広
く
市
民
に
紹
介
す

る
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
一
柳
家
文
書
の
ほ
か
、

家
臣
の
家
に
伝
わ
る
古
文
書
な
ど

も
あ
わ
せ
て
展
示
し
、
大
名
の
仕

事
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
幕
府
で
の
仕
事

　
小
野
藩
主
・
一
柳
家
は
幕
府
の

中
で
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
た
の

か
、
一
柳
家
の
幕
府
内
で
の
仕
事

を
見
て
い
き
ま
す
。

　
藩
主
の
仕
事

　
藩
主
は
、
藩
内
で
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
た
の
か
、
小
野
藩

内
で
の
藩
主
の
仕
事
を
見
て
い
き

ま
す
。

▼
入
館
料

　
大
人（
高
校
生
以
上
）２
０
０
円

　
小
・
中
学
生
　
　
　
１
０
０
円

　
※
団
体
割
引
有
り
、
コ
コ
ロ
ン

　
　
カ
ー
ド
持
参
の
小
中
学
生
は

　
　
無
料
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
立
好
古
館

（
　
　
３
３
９
０
）

区　　分

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

小　学

１～３年
２５ｍ

２５ｍ

５０ｍ

２５ｍ

５０ｍ

５０ｍ

１００ｍ

２５ｍ

５０ｍ

２５ｍ

２５ｍ

５０ｍ

２５ｍ

５０ｍ

５０ｍ

１００ｍ

２５ｍ

５０ｍ

２５ｍ

２５ｍ

２５ｍ

５０ｍ

５０ｍ

１００ｍ

２５ｍ

２５ｍ

２５ｍ

２５ｍ

５０ｍ

５０ｍ

１００ｍ

２５ｍ

１００ｍ

２００ｍ

１００ｍ

小　学

４～６年

中学生

高校生

一　般

年齢区分ごと

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

自由形 平泳ぎ バタフライ 背泳ぎ 個人メドレー

〔競技種目〕

│
│
参
加
者
募
集
│
│

奮って
参加

  くださ
い

参加料

 無料

１

３０

２５２５

２５

５０

（日）

１２

１７

１７

（木）

（土）

（日）
ア
ル
ゴ
プ
ー
ル
の

　
使
用
停
止
に
つ
い
て

好
古
館
　
企
画
展

「
一
柳
家
文
書
に
見
る

　
　
　
　
大
名
の
仕
事
」
７月２０日

９月２日
〜

▼
開
講
日
時
　
Ａ
コ
ー
ス
…
７
月

　
日
　
か
ら
　
日
　
、
Ｂ
コ
ー
ス

…
７
月
　
日
　
か
ら
８
月
４
日
　
、

Ｃ
コ
ー
ス
…
８
月
　
日
　
か
ら
　

日
　（
各
コ
ー
ス
５
回
）

　
時
か
ら
　
時
（
た
だ
し
、
土
曜

日
は
　
時
か
ら
　
時
）

▼
募
集
人
員
　
Ａ
コ
ー
ス
…
小
学

１
年
か
ら
６
年
生
・
　
名
、
Ｂ
・

Ｃ
コ
ー
ス
…
幼
児
３
歳
か
ら
５
歳

児
（
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
　
年
４
月
１
日
生
ま
で
）・
各

　
名
〔
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
〕

▼
受
講
料
　
４，
０
０
０
円
（
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
を
含
み
ま
す
）

▼
申
し
込
み
期
間
　
７
月
８
日
　

か
ら
同
月
　
日
　（
９
日
・
　
日

　
は
休
館
日
で
す
）

▼
申
し
込
み
方
法
　
９
時
か
ら
　

時
ま
で
。
受
講
料
・
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
総
合
体
育
館
受
付
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
。（
　
　
７
０
０
０
）

２４

２８

３１

２１

２５

１３

１４

１０

１１

６０

５０
１０

１８

１６
１９

（土）

（火）

（土）

（土）

（火）

（火）

（日）

（水）

（月）

○６２

○６３

夏
休
み

　
短
期
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

夏
休
み

　
短
期
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

夏
休
み

　
短
期
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

生
徒
募
集
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毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
に
、
こ

ど
も
放
送
局
を
放
映
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
は
　
日
「
昆
虫
」（
予
定
）

　
　
　
　
　
日
「
夏
休
み
特
番
」

の
特
集
予
定
で
す
。

▼
放
送
時
間
　
　
時
　
分
か
ら
　

時
　
分

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

　
絵
本
や
物
語
な
ど
の
楽
し
い
お

話
を
し
ま
す
。
途
中
か
ら
は
入
れ

な
い
の
で
時
間
に
遅
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
７
月
　
日
　
・
　
日
　

（
小
学
低
学
年
ま
で
）　
時
か
ら
、

（
小
学
高
学
年
以
上
）　
時
　
分
か

ら▼
場
所
　
２
階
和
室

▼
日
時
　
７
月
８
日
　
　
　
時
か

ら▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
料
金
　
無
料

▼
内
容
　
１
９
０
０
年
初
頭
の
上

海
を
背
景
に
、
日
本
軍
国
主
義
の

嵐
が
吹
き
荒
ぶ
動
乱
の
さ
な
か
、

若
き
カ
ン
フ
ー
の
達
人
チ
ェ
ン
が

亡
き
恩
師
の
た
め
に
伝
統
あ
る
道

場
を
守
り
ぬ
き
、
悪
事
の
限
り
を

尽
く
す
日
本
人
一
味
と
真
っ
向
か

ら
対
決
す
る
。
ヌ
ン
チ
ャ
ク
の
手

捌
き
も
華
麗
な
ブ
ル
ー
ス
・
リ
ー

の
カ
ン
フ
ー
映
画
。

▼
日
時
　
７
月
　
日
　
　
　
時
　

分
か
ら

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
料
金
　
無
料

▼
内
容
　
南
極
に
く
ら
す
ペ
ン
ギ

ン
、
ピ
ン
グ
ー
の
、
魚
つ
り
や
雪

合
戦
な
ど
日
常
の
で
き
ご
と
を
ま

と
め
た
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
集
。

ピ
ン
グ
ー
と
仲
間
た
ち
の
表
情
や

し
ぐ
さ
が
と
に
か
く
か
わ
い
い
ク

レ
イ
人
形
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
。

　
今
月
は
「
海
の
お
話
」
を
展
示

し
ま
す
。

お
　
話
　
会

名
画
鑑
賞
会

「
ド
ラ
ゴ
ン

　
　
怒
り
の
鉄
拳
」

図

書

館

子
ど
も
放
送
局

こ
ど
も
映
画
会

「
ピ
ン
グ
ー

　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

今

月

の

本

エイズの基本　

～伝えよう！みんなの心。届けよう！みんなの愛を～

エイズ。みんなのメッセージキルト大作戦！？

―
 市
内
全
て
の
小
・
中
・
養
護
学
校
で
制
作
中
 ―
―

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
キ
ル
ト
。
皆
さ
ん

は
、
ご
存
じ
で
す
か
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
う
言
葉
か
ら
、

何
か
相
手
に
伝
え
て
い
く
も
の
、

発
信
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
想

像
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
、
い
っ
た
い
何
を
伝
え
発
信
す

る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

キ
ル
ト
と
い
う
言
葉
か
ら
、
中
に

綿
を
薄
く
入
れ
模
様
縫
い
さ
れ
た

布
を
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
キ
ル
ト
と
は
、
今
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
共
に
生
き
て
い
る
人
た

ち
を
支
援
し
よ
う
と
作
ら
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
キ
ル

ト
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
抱

え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
自
分

が
考
え
感
じ
た
こ
と
、
自
分
が
ど

う
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
自
分

の
思
い
を
表
現
し
て
い
る
も
の
で

す
。
キ
ル
ト
と
共
に
考
え
、
行
動

す
る
こ
と
が
最
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
世
界
で
日
本
で
多
く
の
人
た

ち
が
こ
の
運
動
に
参
加
し
、
行
動

を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
キ
ル
ト
と

は
少
し
性
格
を
異
に
す
る
キ
ル
ト

と
し
て
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
メ
モ
リ
ア
ル
キ

ル
ト
が
あ
り
ま
す
。
メ
モ
リ
ア
ル

キ
ル
ト
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

に
倒
れ
て
い
っ
た
人
た
ち
に
向
け

作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
人
の

衣
服
や
小
物
、
ま
わ
り
の
人
た
ち

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
縫
い
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
キ
ル
ト
／
ベ

ビ
ー
キ
ル
ト
が
あ
り
ま
す
。
ベ
ビ

ー
キ
ル
ト
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し

た
赤
ち
ゃ
ん
、
ま
た
、
親
が
麻
薬

中
毒
な
ど
で
育
て
ら
れ
ず
捨
て
ら

れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
や
さ
し
く
包
む

た
め
の
キ
ル
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
今
、
市
内
の
学
校
で
は
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
キ
ル
ト
作
り
を
始
め
て
い

ま
す
。
自
分
が
エ
イ
ズ
に
つ
い
て

学
習
し
考
え
、
感
じ
た
こ
と
を
児

童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
一
枚

の
フ
ェ
ル
ト
に
思
い
を
込
め
、
刺

繍
を
し
た
り
、
ア
ッ
プ
リ
ケ
を
し

た
り
し
な
が
ら
個
性
豊
か
な
自
分

だ
け
の
一
枚
を
一
生
懸
命
作
成
し

て
い
ま
す
。
一
枚
一
枚
の
小
さ
な

フ
ェ
ル
ト
が
大
き
な
キ
ル
ト
を
形

作
っ
て
い
き
ま
す
。
ど
ん
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
キ
ル
ト
が
で
き
あ
が
る
か

楽
し
み
で
す
。

　
こ
の
キ
ル
ト
の
公
開
は
、
小
野

市
エ
イ
ズ
教
育
（
性
教
育
）
推
進

地
域
事
業
研
究
発
表
大
会
（
平
成

　
年
　
月
　
日
）
の
予
定
で
す
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
熱
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
に
、
今
度
は
私
た
ち
大
人
が

応
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
河
合
中
学
校
３
年
生
は
東
京
へ

の
修
学
旅
行
（
５
月
　
日
か
ら
　

日
）
で
エ
イ
ズ
関
係
団
体
を
班
別

に
訪
問
、
さ
ら
に
宿
泊
先
で
エ
イ

ズ
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ

の
席
で
、
生
徒
が
作
っ
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
キ
ル
ト
を
国
立
国
際
医
療
セ

ン
タ
ー
看
護
支
援
調
整
官
の
渡
辺

恵
先
生
に
届
け
ま
し
た
。
キ
ル
ト

は
、
セ
ン
タ
ー
外
来
に
飾
ら
れ
る

予
定
で
す
。

小
野
市
エ
イ
ズ
教
育
（
性
教
育
）

　
　
　
　
推
進
・
実
行
委
員
会

１４２８

１０

２２

１３

１０

２６

２７

２９

１０

３０

３０

１５

１４１４

４０

３０

１４

１４ ２８

（土）（日）

（土）

（日）

４

※

※Ａｔ　ｒｉｓｋ　Ｂａｂｉｅｓ　Ｃｒｉｂ　ｑｕｉｌｔｓ＝リスクを負った赤ちゃんを包むキルト

て

さ
ば

河
合
中
学
校
３
年
生
、

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
キ
ル
ト
を
贈
る

修
学
旅
行
先
で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
キ
ル
ト

を
贈
る
河
合
中
学
校
の
生
徒
た
ち



　
市
で
は
、
今
年
結
婚
　
周
年
を

迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
、

末
永
い
健
康
と
よ
り
積
極
的
な
社

会
参
加
を
願
い
、　
月
に
さ
さ
や

か
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、「
金
婚

夫
婦
を
祝
う
集
い
」
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
該
当
者
は
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
　
昭
和
　
年
に
結
婚
さ

れ
市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
ご
夫

婦▼
申
し
込
み
期
限
　
７
月
　
日

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

市
民
福
祉
部
福
祉
課
（
　
　
１
０

１
１
・
直
通
）

　
市
営
住
宅
の
家
賃
は
、
入
居
者

の
収
入
状
況
等
に
応
じ
て
適
切
な

家
賃
と
な
る
よ
う
に
毎
年
、
収
入

申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
上
旬
に

送
付
し
ま
す
収
入
申
告
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

申
告
書
の
提
出
を
さ
れ
な
い
方
は

近
傍
同
種
の
家
賃
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
地
域
振
興
部
　

建
築
・
住
宅
課

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
マ
イ
ホ

ー
ム
新
築
資
金
等
の
融
資
を
受
け

た
方
で
、
収
入
の
減
少
等
に
よ
り

返
済
が
困
難
と
な
っ
た
方
に
対
し

て
、
返
済
方
法
の
変
更
な
ど
の
返

済
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
返
済
に
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ

る
方
は
、
早
め
に
取
扱
金
融
機
関
、

ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
支
店
に
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
ご
相
談
窓
口
　
受
託
金
融
機
関

の
主
要
店
舗
、
お
よ
び
住
宅
金
融

公
庫
大
阪
支
店
個
人
融
資
課
の
住

宅
ロ
ー
ン
返
済
窓
口
（
　
０
６
６
・

２
８
１
・
９
５
６
９
）

　
６
月
４
日
　
よ
り
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
が
伝
統

産
業
会
館
１
階
へ
移
転
し
て
い
ま

す
。

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

　
次
代
を
担
う
少
年
を
非
行
か
ら

守
り
、
健
や
か
に
育
て
る
た
め
に

は
、「
地
域
社
会
か
ら
育
む
」
と

い
う
視
点
に
立
っ
て
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
住
民
等
が
連
携
し
、
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
幅
広
く
、

地
道
に
展
開
す
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
７
月
１
日
は
「
更
生
保
護
の
日
」

で
、
全
国
一
斉
に
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
で
も
、
懸
垂
幕
や
庁
舎
周
辺

の
横
断
幕
、
の
ぼ
り
で
運
動
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
小
野
サ
テ
イ

の
出
入
口
で
街
頭
宣
伝
活
動
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
７
月
　
日
に
は
市
内
の

関
係
団
体
に
よ
る
合
同
懇
談
会
を

開
催
し
、
少
年
を
非
行
か
ら
守
る

た
め
の
話
し
合
い
を
行
う
ほ
か
、

強
調
月
間
を
通
し
て
、
各
地
域
で

ミ
ニ
集
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　
ミ
ニ
集
会
で
は
、
近
所
の
人
た

ち
が
集
ま
り
、
お
互
い
の
思
い
や

考
え
を
理
解
し
あ
い
、
一
緒
に
な

っ
て
考
え
、
悩
み
や
悲
し
み
を
和

ら
げ
、
と
き
に
は
何
か
を
生
み
出

す
き
っ
か
け
が
で
き
れ
ば
と
考
え

ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
参
加
さ
れ
て
は
い
か
が

で
す
か
。

　
今
年
も
市
町
村
振
興
（
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
）
宝
く
じ
が
発
売
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。
収
益
金
は

兵
庫
県
内
で
の
発
売
実
績
に
応
じ

て
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

県
内
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
発
売
期
間
　
７
月
　
日
　
か
ら

８
月
３
日
　（
　
日
間
）

▼
抽
選
日
　
８
月
　
日

　
７
月
７
日
は
「
川
の
日
」
で
す
。

　
川
は
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
財
産
で
す
。

　
川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
、
汚
水

を
流
し
た
り
、
堤
防
に
物
を
置
い

た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ポ
イ
捨
て
・
無
断
の
貼
り
紙
・

は
み
出
し
看
板
の
設
置
な
ど
、
何

気
な
く
使
っ
て
い
る
道
路
を
汚
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

　
道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。

正
し
く
安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
兵
庫
県
県
土
整
備
部

　
　
小
野
市

５０

１０２７

２６

１０

１６

１９
１４

○６３

（木）

（月）

（月）

（金）

（火）

昨
年
の
街
頭
宣
伝
活
動

訓練科目

配 管 科

電子計算機科
（初級２期）

電子計算機科
（中級２期）

募集人員

１０名

３０名

若干名

受　講　経　費

入学金　１０，０００円
授業料　２５，０００円
入学金　１０，０００円
授業料　４０，０００円
入学金　１０，０００円
授業料　４０，０００円

申込受付

２月１日から
申込順　　　
８月１日から
申込順　　　
８月１日から
申込順　　　

訓　　練　　内　　容

排水製図の技能を習得
１８時３０分～２１時３０分

週２回 火・金曜日
４８時間

パソコンの基礎的技能を習得
１８時１５分～２１時４５分

週１回 水・木・金曜日
７３．５時間

パソコンの高度な技能を習得
１８時１５分～２１時４５分

週１回 火曜日
７３．５時間

訓練期間

８月～１０月

１０月～３月

１０月～３月

※１．小野市在住者または中小企業勤務者は、講座を修了されますと、小野市から２分の１程度助成金が支給されます。
　２．入校条件・助成金支給条件等詳細お問い合わせ：小野市職業訓練協会事務局（　　　５２３１）６３

平成１３年度　小野高等職業訓練校　訓練生募集

２０平成１３年　広報「おの」７月号

（
お
知
ら
せ
＆
募
集
）

平
成
　
年
度

　
金
婚
夫
婦
を

　
　
　
祝
う
集
い

「
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く
、
明
る
い
社
会
」

市
営
住
宅

入
居
者
の
皆
さ
ん
へ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
務
所
が
移
転
！

今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
は
、

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て

　
　
　
　
３
億
円
！
　

２
等
だ
っ
て

　
　
　
　
１
億
円

愛
す
れ
ば

　
無
限
の
恵
む
川

住
宅
金
融
公
庫
か
ら

１３

「
返
済
が
困
難
な
方
に

　
対
す
る
返
済
方
法
変

　
更
な
ど
の
ご
相
談
に

　
つ
い
て
」

７
月
は

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
の
強
調
月
間
で
す

７
月
は「
河
川
愛
護
月
間
」

　
　
　
　
　
　
　
で
す
！

８
月
は

「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」

！！



募

　

集

▼
職
務
内
容
　
昼
間
保
護
者
の
い

な
い
家
庭
の
小
学
校
低
学
年
児
童

の
学
童
保
育
（
場
所
・
小
学
校
）

▼
資
格
要
件
　
教
員
免
許
、
ま
た

は
保
育
士
資
格
を
有
し
、
児
童
の

健
全
育
成
に
熱
意
を
有
す
る
方
。

▼
勤
務
期
間
　
平
成
　
年
７
月
　

日
か
ら
８
月
　
日
ま
で

▼
応
募
方
法
　
７
月
　
日
　
ま
で

に
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
市
民

福
祉
部
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
市

民
福
祉
部
福
祉
課

　
保
育
協
会
小
野
支
部
（
市
内
　

施
設
）
で
は
職
員
登
録
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
法
人
保
育
所
が
保
育
士

等
の
職
員
（
パ
ー
ト
含
む
）
を
期

限
つ
き
で
採
用
す
る
場
合
、
登
録

者
の
中
か
ら
採
用
を
行
っ
て
い
ま

す
。

▼
対
象
職
員
　
保
育
士
・
調
理
員

▼
条
件
　
資
格
を
有
す
る
方

▼
詳
細
　
保
育
協
会
小
野
支
部
事

務
局
（
中
央
保
育
所
　
　
２
９
４

４
）
ま
で
。

「
航
空
学
生
」

▼
応
募
資
格
　
高
卒
（
見
込
み
）

か
ら
　
歳
未
満
の
男
女

▼
受
付
期
間
　
８
月
６
日
か
ら
９

月
７
日

▼
１
次
試
験
　
９
月
　
日

「
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）」

▼
募
集
資
格
　
高
卒
（
見
込
み
）

か
ら
　
歳
未
満
の
男
女

▼
受
付
期
間
　
９
月
５
日
か
ら
同

月
７
日

▼
推
薦
試
験
　
９
月
　
日
・
　
日

▼
詳
細
　
自
衛
隊
兵
庫
地
方
連
絡

部
青
野
原
分
駐
所
（
　
　
７
９
５

９
）

　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
母
子
家

庭
の
母
と
子
が
一
日
楽
し
く
過
ご

し
交
流
を
図
り
ま
す
。

▼
対
象
　
中
学
生
以
下
の
児
童
を

も
つ
母
子
家
庭

▼
期
日
　
８
月
　
日

▼
行
き
先
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス

タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン

▼
募
集
人
員
　
母
子
で
約
　
名

▼
参
加
費
用
　
３
歳
以
下
無
料

児
童
１，
５
０
０
円

大
人
２，
５
０
０
円

（
昼
食
代
を
含
む
）

▼
申
し
込
み
　
７
月
　
日
　
ま
で

に
市
民
福
祉
部
福
祉
課
児
童
係
へ
。

　
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
国
際
化
に
対
応
す

る
た
め
、
外
国
人
市
民
の
方
々
と

の
交
流
の
場
を
設
け
、
言
葉
の
違

い
や
、
生
活
習
慣
の
違
い
を
理
解

で
き
る
よ
う
に
、「
ふ
れ
あ
う
会
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
内
容
は
、
ア
ル
ゴ
の
ア
リ
ー
ナ

で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
だ
れ
で
も

で
き
る
ゲ
ー
ム
）
を
楽
し
ん
だ
後
、

軽
食
で
交
流
会
を
す
る
も
の
で
す
。

　
年
齢
に
関
係
な
く
多
数
の
市
民

の
方
（
外
国
人
含
む
）
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
参
加
希
望
者
は
事
務
局
ま
で
、

事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
　
７
月
　
日
　
　
時
か
ら

▼
場
所
　
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

▼
参
加
料
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
　
小
野
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
（
市
役
所
総
務
課

内
）

学
童
保
育

臨
時
指
導
員（
登
録
制
）

法
人
保
育
所

　
　
保
育
士
等
職
員

「
母
と
子
の
つ
ど
い
」

　
　
　
　
参
　
加
　
者

自
　
衛
　
官

国
際
交
流

「
外
国
人
市
民
と
の

　
　
　ふ
れ
あ
う
会
」

お気軽にご相談ください
市民相談　　生活上の問題

◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時
◇ところ　市役所市民サービス課

交通事故相談　　事故処理などに関する問題【予約制】
◇と　き　７月２６日（木）　１０時３０分～１６時
◇ところ　市役所市民サービス課

法律相談　　法律的解釈が必要な問題など【予約制】
◇と　き　７月１１日（水）　１３時３０分～１６時
　　　　　７月２５日（水）　１３時３０分～１６時
◇ところ　市役所市民サービス課

人権行政相談　　人権や行政に関することなど
◇と　き　７月１８日（水）　１３時３０分～１５時３０分
◇ところ　中央公民館３０２号

消費生活相談　　商品や契約の苦情に関する問題
◇と　き　毎週水曜日　９時～１７時
◇ところ　市役所生活環境課

不登校児童生徒の悩み相談　　電話と面接相談で応じます
◇と　き　毎週月～金曜日　１３時～１７時
◇ところ　教育委員会適応教室

児童相談　　家庭環境、子育ての悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日　１０時～１６時
◇ところ　福祉事務所面接室

農地相談　　農地に関すること【予約制】
◇と　き　７月１１日（水）　１０時～１５時
◇ところ　市役所第２庁舎会議室

母子家庭相談　　生活上の悩みなど
◇と　き　毎週火・金曜日　１０時～１６時
◇ところ　福祉事務所面接室

◇と　き　７月１５日（日）　１０時～１２時
◇ところ　中央公民館３０４号室

身体障害者相談　　日常生活での悩みごと

知的障害者相談　　知的障害、日常生活上の悩みなど
◇と　き　７月１９日（木）　１０時～１２時
◇ところ　老人福祉センター「みやま荘」

乳幼児育児不安の相談　　乳用児の子育ての悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日　１０時～１５時
◇ところ　来住保育所（子育てゆとり創造センター）　６２－８４２８

住宅改造相談（高齢者・障害者向）　住宅改造について【予約制】
◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時
◇ところ　福祉事務所面接室

ふれあい福祉相談　　福祉に関する悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日（火・木曜日は介護専門相談）１０時～１５時
◇ところ　老人福祉センター相談室　　６２－２７５４

生涯学習相談　　個々に応じた学習の場の提供
◇と　き　毎週火～日曜日　８時３０分～１７時（土曜日は12時まで）
◇ところ　中央公民館事務所（学習情報センター）

子育て相談　　子育てに関すること
◇と　き　毎週火～土曜日　１３時～１５時（土曜日は１０時～１２時まで）
◇ところ　中央公民館３０１号（子育て学習センター）　６２－７０２０

青少年の悩みの相談　　非行・いじめ・交友関係など
◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時（電話と面接相談）
◇ところ　教育委員会青少年補導センター　　６２－４１１０

○６６

○６６

３１

２０

２１２１

１３

１３

２２

１４

（金）

（土）

１０

５０

（金）

２０

１３
（金） ２５

（水）

２３

２４

２１ 平成１３年　広報「おの」７月号



何
で
も
話
し
て
く
だ
さ
い

★
保
健
セ
ン
タ
ー
（
　
　
３
９
７

　
７
）

★
福
祉
事
務
所
内
　
家
庭
児
童
相

　
談
室
（
　
　
１
６
４
５
）

★
兵
庫
県
中
央
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
子
ど
も
と
家
庭
の
電
話
相
談
室

　（
　
０
７
８
―
９
２
５
―
４
１
５
２
）

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ぶ
教
室

★
保
育
所（
園
）…
す
く
す
く
子
育

て
教
室
　
園
児
と
一
緒
に
集
団
生

活
の
体
験
等
を
行
い
ま
す
。

★
幼
稚
園
…
う
さ
ぎ
学
級
（
わ
か

松
幼
稚
園
）
ひ
よ
こ
学
級
（
小
野

東
幼
稚
園
）
親
子
に
園
を
開
放
し
、

園
児
と
一
緒
に
楽
し
く
遊
び
ま
す
。

※
詳
細
は
、
各
保
育
所（
園
）・
幼

稚
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
の
湿
疹
や
ア
ト
ピ
ー
性

皮
ふ
炎
で
お
困
り
の
お
母
さ
ん
た

ち
が
小
児
科
医
、
心
理
相
談
員
、

栄
養
士
、
保
健
婦
と
相
談
し
た
り
、

お
母
さ
ん
同
士
が
交
流
で
き
る
場

と
し
て
の
教
室
で
す
。
日
ご
ろ
の

悩
み
や
心
配
ご
と
を
こ
の
機
会
に

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
内
容
　
○
第
１
回
（
７
月
　
日

　
）
お
話
「
ア
ト
ピ
ー
性
皮
ふ
炎

っ
て
な
あ
に
」
小
児
科
医
師
、
交

流
会
、
情
報
交
換
、
個
別
相
談

○
第
２
回
　
実
習
「
ア
ト
ピ
ー
っ

子
の
お
や
つ
作
り
」
栄
養
士
、
情

報
交
換
等

○
第
３
回
「
親
子
一
緒
に
ス
ト
レ

ス
解
消
」
心
理
相
談
員
、
情
報
交

換
等

▼
対
象
者
　
乳
幼
児
の
子
ど
も
と

　
保
護
者

▼
場
所
　
社
健
康
福
祉
事
務
所

　（
社
保
健
所
）

▼
時
間
　
　
時
　
分
か
ら
　
時
　

　
分

▼
申
し
込
み
等
　
社
健
康
福
祉
事

　
務
所
保
健
指
導
課
（
　
０
７
９

　
５
　
９
３
６
７
）

　
料
理
を
通
じ
て
、
親
子
が
ふ
れ

あ
い
、
日
ご
ろ
の
食
生
活
を
一
緒

に
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
７
月
　
日
　
・
８
月
　

日
　
　
※
い
ず
れ
も
９
時
　
分
か

ら
　
時
ま
で

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　「
食
生
活
を
見
直
し
て
、

料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」
栄
養
講

話
と
調
理
実
習

▼
対
象
者
　
小
学
生
親
子
　
組
ず

つ
（
祖
父
母
の
方
も
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
）

▼
担
当
者
　
い
ず
み
会
会
員
と
市

栄
養
士

▼
申
し
込
み
　
電
話
で
７
月
　
日

　
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

▼
受
講
料
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

Ｑ
　
子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
と
き
、
カ
ッ
と
し
て
つ
い
子
ど

も
を
た
た
い
て
し
ま
い
、
い
つ
も
後
で
悩
ん
で
い
ま
す
。

Ａ
　
子
ど
も
を
つ
い
た
た
い
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
、
実
際
に
あ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
体
罰
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
子
ど
も
は
恐
怖

心
を
い
だ
き
ま
す
。
カ
ッ
と
し
た
ら
、
ま
ず
、
子
ど
も
の
目
を
見
て
大

き
く
深
呼
吸
し
、
根
気
よ
く
子
ど
も
に
向
き
合
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
話
し

か
け
諭
す
努
力
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
今
は
分
か
ら
な
く
て
も
だ
ん
だ

ん
と
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
育
児
に
つ
い
て
の
不
安
や
悩
み
は
誰
も
が
抱
え
て
い
ま
す
。
ひ
と
り

で
悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

‥ ‥

３１

１５

１０

３０

１３

２３

３０

１３

１５

３０

（土）

（金）
（月）

○６３

○６３

○４２

２６

（木）

～夏休みに開催～

　
早
期
発
見
は
、
年
１
回
の
定
期

検
診
と
月
１
回
の
自
己
検
診
が
大

切
で
す
。

●
検
診
日
程
　
８
月
　
日
　
、
９

月
　
日
　
、
　
月
　
日
　
、
　
月

　
日
　
、
　
月
　
日
　
、
１
月
　

日
　
、
２
月
　
日
　
、
３
月
　
日

　 ▼
対
象
者
　
小
学
６
年
生

▼
通
知
方
法
　
学
校
よ
り
通
知

▼
接
種
方
法
　
個
別
接
種
（
指
定

医
療
機
関
の
い
ず
れ
か
で
、
個
別

に
予
約
し
て
受
け
て
く
だ
さ
い
）

▼
予
約
方
法
　
７
月
中
に
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
予
約
時
間

は
開
業
医
は
午
前
中
、
市
民
病
院

は
月
曜
か
ら
金
曜
日
の
　
時
か
ら

　
時
。

▼
接
種
期
間
　
８
月
か
ら
　
月
末

ま
で

▼
接
種
回
数
　
１
回

▼
医
療
機
関
　
別
表
の
と
お
り

▼
持
参
す
る
も
の
　
母
子
手
帳
、

予
診
票
、
接
種
券

▼
料
金
　
無
料

　
●
予
約
を
し
な
い
と
受
け
ら
れ

　
　
ま
せ
ん
。

●
接
種
日
に
都
合
が
悪
く
な
っ
た

　
方
は
、
前
も
っ
て
医
療
機
関
に

　
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
　
説
明
書
「
予
防
接
種

と
子
ど
も
の
健
康
」
を
よ
く
お
読

み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○注

１７

１５
１０

二
種
混
合（
　
　
　
）予
防
接
種

ジ
フ
テ
リ
ア

破
　
傷
　
風

●
●
　
７
月
中
に
予
約
し
ま
し
ょ
う
！
　
●
●

医 療 機 関
伊 佐 治 医 院
岡 村 医 院
河 合 医 院
柏 木 医 院
小島クリニック
田 中 内 科 医 院
田 中 医 院
多 養 産 婦 人 科
坪田医院・坪田小児科
育が丘クリニック
真 島 医 院
まつい子どもクリニック
宮田外科胃腸科
依 藤 診 療 所
小 野 市 民 病 院

町 名
神 明 町
敷 地 町
粟 生 町
船 木 町
王 子 町
新 部 町
下来住町
中 町
西 本 町
樫 山 町
三 和 町
敷 地 町
本 町
本 町
中 町

電 話
７８８７
４３００
２８１０
０１９９
２７２７
３４５６
２５２７
５９８２
２７５２
８１１２
２３３０
７３６６
７２７２
００２８
２０２０

６３

６２

６５

６７

６４

６６

６２

６２

６２

６２

６６

６３

６３

６３

６３

〈別表〉
個別接種担当医療機関一覧表

（水）

２９

（水）

２６

（月）

２９（月）

（水）
（水）

１８

２０ １１

１０

（月）

２６

（水）

１２

１２

３０

予
約
受
付
開
始
！

〜
　
歳
か
ら
対
象
年
齢
〜

３０

〜
痴
呆
症
の
方
の

　
　
　
介
護
者
の
つ
ど
い
〜

▼
日
時
　
７
月
　
日
　
　
　
時
　

分
か
ら
　
時

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
◎
講
話
と
実
演

「
痴
呆
の
症
状
改
善
に
役
立
つ
音

楽
療
法
」
　
講
師
‥
音
楽
療
法
士

　
斉
藤
浩
子
氏
　
ほ
か

　
◎
情
報
交
換
会

▼
対
象
者
　
痴
呆
症
の
方
を
介
護

さ
れ
て
い
る
方

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
７
月
　
日
　
ま
で

に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

（木）

１２

１３

３０

１５

（火）

１０

ほ

ほ

え

み

交

流

会

ほ

ほ

え

み

交

流

会

ち
ほ
う

２２平成１３年　広報「おの」７月号

（
医
療
と
健
康
）

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
し
つ
け
そ
れ
と
も
虐
待
！？

育
児
の
不
安
や
悩
み

　
 
　
　
相
談
し
て
く
だ
さ
い



保健センター

★診療時間は、午後６時から午後９時です。

★当番医は変更することがありますので、消防テレホンサービス（　　７１１９）

　または、消防署（　　０１１９）で確認してください。

★診療時間は、午前９時から午後６時までです。

★当番医は変更することがありますので、当日の新聞で確認してください。

当 番 医

坂 本 医 院

松本小児科医院

伊 佐 治 医 院

小野寿仙病院

ひまわりクリニック

曽 根 医 院

赤 羽 目 医 院

復 井 診 療 所

真 島 医 院

育ヶ丘クリニック

青 山 医 院

町立東条診療所

依 藤 診 療 所

田中内科医院

復 井 診 療 所

岡 村 医 院

国立青野原病院

ひまわりクリニック

土 井 病 院

ますむら医院

青 山 医 院

まつい子どもクリニック

松 尾 内 科

坪 田 医 院

桂 医 院

真 島 医 院

月　日

　７月１１日（水）

　　　１２日（木）

　　　１３日（金）

　　　１４日（土）

　　　１６日（月）

　　　１７日（火）

　　　１８日（水）

　　　１９日（木）

　　　２１日（土）

　　　２３日（月）

　　　２４日（火）

　　　２５日（水）

　　　２６日（木）

　　　２７日（金）

　　　２８日（土）

　　　３０日（月）

　　　３１日（火）

　８月　１日（水）

　　　　２日（木）

　　　　３日（金）

　　　　４日（土）

　　　　６日（月）

　　　　７日（火）

　　　　８日（水）

　　　　９日（木）

　　　１０日（金）

住　所

加東郡社町上中３丁目

加東郡社町社

神 明 町

復 井 町

神 明 町

加東郡社町東古瀬

加東郡滝野町北野

復 井 町

三 和 町

樫 山 町

加東郡東条町吉井

加東郡東条町新定

本 町

新 部 町

復 井 町

敷 地 町

南 青 野

神 明 町

復 井 町

加東郡滝野町上滝野

加東郡東条町吉井

敷 地 町

黒 川 町

西 本 町

加東郡社町大門

三 和 町

電　話

０７９５　６６６０

０７９５　５１０５

　７８８７

　２０２０

　７２０９

０７９５　６２９９

０７９５　５０５８

　７３１８

　２３３０

　８１１２

０７９５　０３２１

０７９５　００４８

　００２８

　３４５６

　７３１８

　４３００

　２２３３

　７２０９

　２１１９

０７９５　０７０４

０７９５　０３２１

　７３６６

　０８８０

　２７５２

０７９５　０２５２

　２３３０

真 島 医 院

小野市民病院

畑田内科医院

宮田外科胃腸科

小野市民病院

公立社総合病院

藤本内科医院

松原メイフラワー病院

柏 木 医 院

小野市民病院

三 和 町

中 町

黒 川 町

本 町

中 町

加東郡社町家原

加東郡社町社

加東郡社町藤田

船 木 町

中 町

　２３３０

　２０２０

　 ７５７５

　 ７２７２

　 ２０２０

０７９５　５５１１

０７９５　００２４

０７９５　８８５１

　０１９９

　２０２０

内科系週日時間外救急医療診療（  　　　　）

休日当直医 （１０日までの分は前月号に掲載）

１０日までの分は
前月号に掲載

月　日 住　所 電　話当番医
上・内科医

下・外科医
◎各教室、健診にお越しの時は、母子手帳をご持参ください。

★母子手帳交付

◇平日８時３０分～１６時３０分　＝保健センター
　窓口で随時行います。妊娠連絡票をご持参ください。

★４か月児健康診査

◇７月２３日　１３年３月生まれの乳児
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター

★離乳食教室

◇７月１９日　１３年１月生まれの乳児の保護者
　９時３０分～１１時３０分（９時３０分までにお越しください）
（取り皿･スプーン･エプロン･三角巾持参）
　＝保健センター

★１歳６か月児健康診査

◇７月９日　１２年１月生まれの幼児
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター
　（歯を磨いて行きましょう！ 事前にアンケート用紙を送付
　します。お手元にない方は保健センターへご連絡ください）

★２歳児教室

◇７月９日　１１年６月生まれの幼児
　９時４５分～１１時３０分　＝保健センター
　（１０時までにお越しください）
　（子ども用歯ブラシ・タオル・コップ持参）

★３歳児健康診査

◇７月１０日　１０年５月生まれの幼児
◇８月７日　１０年６月生まれの幼児
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター
　（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方は
　 保健センターへご連絡ください）
　（歯を磨いて行きましょう）

★母子健康相談＆プレイルーム

◇７月２６日　９時３０分～１０時３０分受付　＝保健センター

★こころの相談

◇７月２３日　１３時～１４時　＝社健康福祉事務所
　　　　　　　　　　　　　　（社保健所）〈予約制〉
★一般健康相談

◇７月６日・１３日・８月３日　１３時～１４時
　＝社健康福祉事務所
　（社保健所）〈予約制〉

★ＨＩＶ（エイズ）抗体検査

◇７月５日・１２日・８月２日・９日　１１時～１２時
　　＝（社保健所）〈予約制〉（無料・匿名で受けることができます）
　　　　　　
★ネコの引き取り

◇７月２日・１６日・８月６日　８時３０分～１０時　
　　＝保健センター

★献血

◇７月２５日　１０時～１５時３０分　＝保健センター　
　（成分献血をご希望の方は事前に電話でご予約ください）

３９７７○６３

○６３
○６３

○４２
○４２

○４６
○４６

○４６

○６６

○６３

○４２

○４２

○６３

○６６

○６３

○６３

○６７

○６３

○４２

○６６

○６２

○６６
○６２

○６６
○６６

○６３

○６６
○６２
○６６

○６６

○６３
○６４

○６６

○６２

○４２
○４８

○４８

○４３

　７月１５日（日）

　
　
７月２０日（祝）

　７月２２日（日）

　７月２９日（日）

　８月５日（日）

○６３

２３ 平成１３年　広報「おの」７月号



　「
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

を
よ
り
多
く
の
方
に
理
解
し
て
い

た
だ
い
た
り
、
楽
し
さ
を
も
っ
と

広
く
伝
え
る
た
め
に
、
４
月
か
ら

市
内
各
地
域
へ
出
か
け
て
行
っ
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
を
開
催
し
、

５
月
に
は
来
住
地
区
へ
出
か
け
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
来
住
小
学
校
の
校
舎
が
改

築
さ
れ
る
為
、
５
月
　
日
に
「
学

び
舎
」
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、「
さ
よ
な
ら
学
び
舎
来
住

っ
子
大
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
よ
り
盛
大
に
と
ハ
ー
ト
フ

ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
を
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
中
に
入
れ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
宣
言
を

し
た
来
住
小
学
校
の
児
童
や
、
運

動
会
を
ご
観
覧
の
方
も
含
め
て
約

１
７
０
名
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
集
い

ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
見
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
少
々
緊
張
気

味
の
入
場
を
し
ま
し
た
。「
運
動

会
に
参
加
す
る
の
は
何
　
年
ぶ
り

か
し
ら
・
・
・
」
と
喜
ば
れ
た
ウ

ォ
ー
カ
ー
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
こ
い
の
ぼ
り
の
泳
ぐ
運
動
場

で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
供
た
ち
の

演
技
に
感
動
し
、
こ
ん
な
に
大
勢

の
方
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
コ
ー
ス

へ
出
発
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
よ

い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
コ
ー
ス
は
「
太
古
の
湯

を
訪
ね
て
！
」
約
６
　
を
往
復
し

ま
し
た
が
、
５
月
と
は
い
え
真
夏

の
よ
う
な
太
陽
が
照
り
付
け
、
少
々

ば
て
気
味
か
な
と
い
っ
た
感
じ
で

し
た
。
し
か
し
、
太
古
の
湯
を
訪

れ
る
の
は
初
め
て
と
い
う
方
も
多

く
、
看
板
を
見
な
が
ら
平
成
　
年

春
に
完
成
予
定
の
温
泉
活
用
施
設

へ
の
期
待
と
夢
を
語
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
今
月
も
粟
生
保
育
所
の
５

歳
児
が
先
生
と
一
緒
に
、
ま
た
、

小
・
中
学
生
も
家
族
と
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
年
齢
・
老
若

男
女
問
わ
ず
、
楽
し
む
こ
と
の
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。
毎
回
、
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

サ
ポ
ー
タ
ー
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

の
方
に
は
ス
タ
ン
プ
コ
ー
ナ
ー
で

お
手
伝
い
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。「
私
に
出
来
る
お

手
伝
い
は
な
い
か
な
」
と
思
っ
て

い
る
あ
な
た
。
新
規
受
付
・
各
賞

受
付
・
ノ
ボ
リ
持
ち
・
道
路
保
安

員
等
々
お
手
伝
い
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。
気
楽
に
手
伝
い
の
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
近
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
以

外
で
市
内
に
１
０
０
万
歩
賞
の
帽

子
を
着
用
し
て
い
る
方
を
よ
く
見

か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
光
景
を
見
か
け
る
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
こ
の
帽
子
が
あ
ふ
れ
る
と
い
い

で
す
ね
。
み
ん
な
で
一
緒
に
「
ハ

ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。
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ま ち の 動 き

６月１日現在

人　口　　　５０，３６３人（前月比－７人）

　男　　　　２４，７２８人

　女　　　　２５，６３５人

世帯数　　　１６，２８９世帯

面　積　　　９３．８４ｋｍ
２

〈編集・発行〉小野市総務部市民サービス課

地
域
へ
飛
び
出
せ

ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

 
 
 
 
　
第
２
弾
　

〜
来
住
地
区
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
〜

１
０
０
万
歩
賞
　
７
７
９
名

２
０
０
万
歩
賞
　
２
７
０
名

３
０
０
万
歩
賞
　
１
３
７
名

４
０
０
万
歩
賞
　
　
　
　
名

５
０
０
万
歩
賞
　
　
　
　
名

６
０
０
万
歩
賞
　
　
　
　
名

７
０
０
万
歩
賞
　
　
　
７
名

８
０
０
万
歩
賞
　
　
　
５
名

９
０
０
万
歩
賞
　
　
　
２
名

１
０
０
０
万
歩
賞
　
　
　
２
名

１
１
０
０
万
歩
賞
　
　
　
２
名

７
月
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報

７
月
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報

　総
宣
言
者
数
　
３，
４
３
５
名
（
５
月
　
日
現
在
）

５５１３２８

２３

　
日
ご
と
に
暑
さ
が
増
し
、
い
よ

い
よ
夏
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
ク
ー
ラ
ー
が
恋
し
い
時
期
を

迎
え
ま
す
が
、
ク
ー
ラ
ー
は
夏
バ

テ
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の

夏
を
健
康
に
過
ご
す
手
段
と
し
て
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
い
い
汗
を
流
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
７
月
は
大
部
地
区
を
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
し
ま
す
。
地
区
・
地
区
以
外

の
方
の
参
加
を
熱
く
熱
く
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
暑
さ
に
負
け
る
な

ウ
ォ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん
！
！
ウ
ェ

ル
ビ
ー
君
と
ハ
ッ
ピ
ー
ち
ゃ
ん
も

皆
さ
ん
と
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
よ
。

▼
集
合
場
所
　
大
部
小
学
校
運
動

場▼
日
時
　
７
月
　
日
　
８
時
か
ら

▼
連
絡
・
駐
車
場
が
少
な
い
の
で

で
き
る
だ
け
歩
い
て
集
ま
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

７
月
・
８
月
の
開
催
時
刻
を
８
時

に
変
更
し
ま
す
。
い
つ
も
よ
り
２

時
間
早
目
の
集
合
・
出
発
に
な
り

ま
す
の
で
集
合
時
刻
に
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

７
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
の
お
知
ら
せ

７
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
の
お
知
ら
せ

第
３
弾
は
大
部
地
区
で

　
　
　
　
は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！！

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
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１０
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（土）
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